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(1) 

わ
が
国
の
行
政
訴
訟
制
度
の
整
備
の
過
程
は
、
訴
訟
類
型
の
整
備
の
過
程
で
も
あ
っ
た
。

そ
の
状
況
を
、

い
わ
ゆ
る
主
観
訴
訟
に
つ
い
て
略
述
す
れ
ば
、
明
治
憲
法
下
に
お
い
て
行
政
訴
訟
は
、
憲
法
や
行
政
裁
判
法
の
レ
ベ

(
2
)
 

ル
で
は
専
ら
取
消
訴
訟
を
指
し
て
い
た
と
言
え
る
。
そ
の
後
、
日
本
国
憲
法
の
下
で
、

は
じ
め
に

は
じ
め
に

第
一
章
第
二
帝
政
期
の
状
況

第
一
節
行
政
裁
判
制
度
の
概
要

第
二
節
確
認
訴
訟
の
許
容
性
（
以
上
•
本
号
）

第
三
節
抗
告
訴
訟
の
類
型
・
救
済
態
様

第
二
章
ヴ
ァ
イ
マ
ル
朗
の
状
況

第
三
章
第
二
次
世
界
大
戦
後
の
状
況

お
わ
り
に

一
九
四
八
年
に
行
政
事
件
訴
訟
特
例
法
（
以
下

長

谷

川

佳

彦

ド
イ
ツ
に
お
け
る
行
政
訴
訟
の
類
刑
太
の
歴
史
的
展
開
(

-

）
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(2) 

一
九
六
〇

で
は
特
例
法
と
い
う
）
が
制
定
さ
れ
、
同
法
一
条
が
「
行
政
庁
の
違
法
な
処
分
の
取
消
又
は
変
更
に
係
る
訴
訟
そ
の
他
公
法
上
の
権
利

関
係
に
関
す
る
訴
訟
に
つ
い
て
は
、
こ
の
法
律
に
よ
る
の
外
、
民
事
訴
訟
法
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。
」
と
定
め
た
こ
と
に
よ
り
、

制
度
上
、
取
消
訴
訟
以
外
の
訴
訟
の
可
能
性
が
認
め
ら
れ
る
に
至
っ
た
。
そ
し
て
、
特
例
法
下
の
学
説
は
、
行
政
訴
訟
の
中
に
は
抗
告

訴
訟
と
当
事
者
訴
訟
が
あ
り
、
抗
告
訴
訟
と
し
て
は
、
取
消
訴
訟
の
他
に
も
、
行
政
行
為
の
違
法
・
無
効
の
確
認
訴
訟
、
不
行
為
訴
訟
、

義
務
づ
け
訴
訟
が
あ
り
う
る
と
し
て
い
た
。

こ
う
し
た
学
説
の
認
識
を
基
礎
と
し
て
、

去
よ
、

、
v
i
l

一
九
六
二
年
に
行
政
事
件
訴
訟
法
（
以
下
で
は
行
訴
法
と
い
う
）
が
制
定
さ
れ
た
。
行
訴

三
条
一
項
で
抗
告
訴
訟
を
「
行
政
庁
の
公
権
力
の
行
使
に
関
す
る
不
服
の
訴
訟
」
と
定
義
し
、
そ
の
形
式
と
し
て
、
処
分
・
裁

決
の
取
消
訴
訟
の
他
に
無
効
等
確
認
訴
訟
、
不
作
為
の
違
法
確
認
訴
訟
を
挙
げ
る
と
と
も
に
、
法
定
外
抗
告
訴
訟
の
余
地
も
認
め
た
。

ま
た
、
当
事
者
訴
訟
に
関
し
て
も
四
条
に
定
義
規
定
が
設
け
ら
れ
た
。

行
訴
法
が
法
定
外
抗
告
訴
訟
の
余
地
を
認
め
た
の
は
、
（
現
在
の
表
現
で
言
え
ば
）
義
務
付
け
訴
訟
や
差
止
訴
訟
な
ど
、
そ
の
許
容

性
に
争
い
が
あ
っ
た
も
の
に
つ
い
て
、
将
来
の
判
例
・
学
説
の
推
移
に
委
ね
る
た
め
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
判
例
が
義
務
付
け
訴
訟
と

差
止
訴
訟
が
許
さ
れ
る
場
合
を
厳
格
に
解
し
た
こ
と
も
あ
っ
て
‘
―

1
0
0
四
年
の
行
訴
法
改
正
で
は
、
国
民
の
権
利
利
益
の
実
効
的
救

済
の
見
地
か
ら
、
法
定
の
抗
告
訴
訟
と
し
て
義
務
付
け
訴
訟
と
差
止
訴
訟
が
追
加
さ
れ
た
。
ま
た
、
そ
れ
ま
で
処
分
性
が
否
定
さ
れ
て

き
た
行
政
の
行
為
に
対
す
る
救
済
を
意
図
し
て
、
四
条
の
当
事
者
訴
訟
の
定
義
規
定
の
中
で
確
認
訴
訟
が
明
示
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

な
お
、
行
訴
法
改
正
に
よ
る
差
止
訴
訟
の
法
定
や
確
認
訴
訟
の
明
示
、
さ
ら
に
は
、
抗
告
訴
訟
の
被
告
が
行
政
庁
か
ら
行
政
主
体
に

改
め
ら
れ
た
こ
と
な
ど
の
影
響
も
あ
っ
て
、
学
説
に
お
い
て
は
、
現
在
、
抗
告
訴
訟
と
当
事
者
訴
訟
の
関
係
を
再
考
す
べ
き
と
の
主
張

も
有
力
に
な
さ
れ
て
い
る
。

と
こ
ろ
で
、
わ
が
国
の
行
政
訴
訟
制
度
を
検
討
す
る
に
当
た
っ
て
は
、
ド
イ
ツ
の
制
度
が
頻
繁
に
参
照
さ
れ
て
き
た
。
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第
二
帝
政
期
の
ド
イ
ツ
の
行
政
裁
判
制
度
は
、
バ
ー
デ
ン

第
一
章

年
に
制
定
さ
れ
た
、
現
在
の
ド
イ
ツ
の
行
政
裁
判
所
法
（
以
下
で
は

V
W
G
o
と
い
う
）

は
、
給
付
訴
訟
、
確
認
訴
訟
、
形
成
訴
訟
と

（
四
三
条
二
項
）
、
行
政
行
為
に
関
し
て
争
わ
れ
る
場
合
を
対
象
と
し
て
、
形
成
訴

訟
の
一
種
で
あ
る
取
消
訴
訟
と
給
付
訴
訟
の
一
種
で
あ
る
義
務
付
け
訴
訟
に
関
す
る
「
特
則
」
を
、
六
八
条
か
ら
八

o
b条
．
―
-
三

条
に
置
く
と
い
う
構
造
に
な
っ
て
い
る
。

V
W
G
o
で
は
抗
告
訴
訟
と
当
事
者
訴
訟
の
二
分
論
は
も
は
や
存
在
し
な
い
が
、
そ
れ
以
前

の
行
政
訴
訟
制
度
に
お
い
て
は
、
そ
う
し
た
二
分
論
が
採
ら
れ
て
い
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
ド
イ
ツ
の
状
況
を
見
た
と
き
、
そ
こ
か
ら
は
、
抗
告
訴
訟
及
び
当
事
者
訴
訟
の
概
念
、
並
び
に
両
者
の
関
係
が
、
そ
れ

ぞ
れ
ど
の
よ
う
に
考
え
ら
れ
て
き
た
の
か
と
い
う
問
題
が
浮
か
び
上
が
る
。
そ
の
一
方
で
、
右
で
述
べ
た
わ
が
国
の
状
況
と
の
対
比
か

ら
す
れ
ば
、
ド
イ
ツ
に
お
い
て
、
行
政
訴
訟
の
類
型
が
、
歴
史
的
に
い
か
な
る
過
程
を
経
て
整
備
・
拡
大
さ
れ
て
き
た
の
か
と
い
う
こ

と
も
、
考
察
の
対
象
に
な
る
。
こ
れ
ら
の
問
題
を
探
究
す
る
こ
と
は
、
ド
イ
ツ
法
に
関
す
る
知
見
を
深
化
さ
せ
る
の
み
な
ら
ず
、
ド
イ

ツ
法
を
頻
繁
に
参
照
し
て
き
た
、
わ
が
国
の
行
政
訴
訟
制
度
の
発
展
過
程
に
お
け
る
特
質
の
一
端
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
に
も
つ
な
が

そ
こ
で
本
稿
で
は
、
右
の
二
つ
の
問
題
の
う
ち
、
ま
ず
は
後
者
に
つ
い
て
扱
う
こ
と
に
し
た
い
。
よ
り
具
体
的
に
は
、
ド
イ
ツ
に
お

い
て
一
九
世
紀
後
半
に
近
代
的
行
政
裁
判
制
度
が
設
け
ら
れ
て
か
ら
第
二
次
世
界
大
戦
後
ま
で
の
間
に
、
行
政
訴
訟
の
類
型
が
ど
の
よ

う
に
整
備
・
拡
大
さ
れ
て
き
た
の
か
と
い
う
問
題
を
取
り
上
げ
る
。
以
下
で
は
、
第
二
帝
政
期
（
第
一
章
）
、

0
)
 

章
）
、
第
二
次
世
界
大
戦
後
（
第
三
章
）
と
時
期
を
区
切
っ
て
、
考
察
を
進
め
る
こ
と
に
し
た
い
。

る
と
思
わ
れ
る
。

第
二
帝
政
期
の
状
況

い
う
民
事
訴
訟
と
同
様
の
分
類
を
前
提
と
し
つ
つ

ヴ
ァ
イ
マ
ル
期
（
第
二

（
一
八
六
三
年
に
創
設
）
を
慮
矢
と
し
て
、
邦
（
ラ
ン
ト
）
ご
と
に
設
け

（阪大法学） 66 (2-45) 349 〔2016.7〕
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最
初
に
、
各
邦
に
お
け
る
行
政
裁
判
制
度
の
創
設
の
経
緯
に
つ
い
て
概
観
す
る
が
、
便
宜
上
、
バ
ー
デ
ン
、
ヴ
ュ
ル
テ
ン
ベ
ル
ク
、

プ
ロ
イ
セ
ン
、
バ
イ
エ
ル
ン
、
ザ
ク
セ
ン
の
順
に
取
り
上
げ
る
。

の
一
八
四
八
年
一

ず
か
五
条
か
ら
な
る
も
の
で
あ
っ
た
が
、
独
立
の
高
等
行
政
裁
判
所
の
設
置
や
当
事
者
の
口
頭
に
よ
る
意
見
陳
述
権
な
ど
を
規
定
し
て

(1) 

バ
ー
デ
ン
に
お
い
て
は
、

バ
ー
デ
ン

一
八
六
三
年
に
行
政
裁
判
制
度
を
設
け
ら
れ
た
と
い
う
こ
と
は
先
に
述
べ
た
が
、
そ
れ
よ
り
前
、
革
命
期

一
月
に
「
高
等
行
政
裁
判
所
の
設
立
に
関
す
る
法
律
」
案
が
す
で
に
議
会
に
提
出
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
法
律
案
は
わ

1

行
政
裁
判
制
度
の
創
設
の
経
緯

第
一
節

ら
れ
て
い
た
。
そ
う
す
る
と
、
本
稿
で
の
考
察
に
お
い
て
は
、
第
二
帝
政
期
に
行
政
裁
判
制
度
を
設
け
た
す
べ
て
の
邦
を
対
象
と
す
べ

き
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
資
料
収
集
の
難
し
さ
も
あ
り
、
考
察
の
対
象
を
プ
ロ
イ
セ
ン
、
バ
イ
エ
ル
ン
、
ヴ
ュ
ル
テ
ン
ベ
ル
ク
、

ザ
ク
セ
ン
、
ハ
ー
デ
ン
の
五
つ
の
邦
に
限
定
す
る
。
こ
れ
ら
五
つ
の
邦
は
、
帝
国
（
ラ
イ
ピ
）
全
体
の
人
口
の
大
半
を
擁
し
、
各
邦
政

府
が
任
命
す
る
代
表
者
か
ら
構
成
さ
れ
る
連
邦
参
議
院
に
お
い
て
も
多
く
の
投
票
権
を
有
し
て
お
り
、
帝
国
内
で
主
要
な
邦
で
あ
っ
た
。

さ
ら
に
、
五
つ
以
外
の
邦
が
行
政
裁
判
制
度
を
設
け
る
に
当
た
り
、

ロ
イ
ス
11

グ
ラ
イ
ツ
及
び
ロ
イ
ス
11

ゲ
ー
ラ
が
ザ
ク
セ
ン
の
制
度

の
影
聾
を
受
け
た
こ
と
を
除
く
と
、
他
の
邦
は
プ
ロ
イ
セ
ン
の
制
度
を
モ
デ
ル
に
し
た
と
言
わ
れ
て
い
る
。
従
っ
て
、
五
つ
の
邦
の
状

況
を
見
れ
ば
、
第
二
帝
政
期
の
状
況
の
大
枠
は
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。

以
下
で
は
、
訴
訟
類
型
に
関
す
る
問
題
を
考
察
す
る
た
め
の
前
提
と
し
て
、
前
記
五
つ
の
邦
の
行
政
裁
判
制
度
の
概
要
か
ら
見
て
い

く
こ
と
に
し
た
い
。

行
政
裁
判
制
度
の
概
要

（阪大法学） 66 (2-46) 350 [2016. 7] 
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②
ヴ
ュ
ル
テ
ン
ベ
ル
ク

一
八
四
八
年
―
二
月
に
ラ
イ
ピ
で
「
ド
イ
ツ
国
民
の
基
本
権
に
関
す
る
法
律
」
が
制
定
さ
れ
、
そ
の
四
九
条
が
「
行
政

1̀9) 

司
法
は
廃
止
し
、
す
べ
て
の
権
利
侵
害
に
つ
い
て
裁
判
所
が
裁
判
を
行
う
。
」
と
定
め
た
こ
と
か
ら
、
当
該
規
定
に
対
す
る
他
の
邦
の

(20) 

一
八
四
八
年
の
法
律
案
の
審
議
は
中
止
さ
れ
た
。

(21) 

一
八
六
三
年
に
「
内
務
行
政
の
組
織
に
関
す
る
法
律
」
が
制
定
さ
れ
、

そ
れ
で
も
、
こ
の
法
律
案
が
実
質
的
に
は
基
礎
と
な
っ
て
、

(22) 

そ
れ
に
よ
っ
て
行
政
裁
判
制
度
が
創
設
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
後
、
ハ
ー
デ
ン
に
お
い
て
は
、
一
八
八

0
年
と
一
八
八
四
年
に
そ
れ

(23)

（

24) 

ぞ
れ
、
「
高
等
行
政
裁
判
所
及
び
行
政
裁
判
所
の
手
続
に
関
す
る
法
律
」
と
「
行
政
裁
判
に
関
す
る
法
律
」
が
制
定
さ
れ
た
。
特
に
、

後
者
の
法
律
に
よ
り
、
行
政
裁
判
の
目
的
が
主
観
的
公
権
の
実
現
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
、
裁
判
手
続
に
関
し
て
民
事
訴
訟
法

(25) 

に
倣
っ
た
規
定
が
置
か
れ
る
と
と
も
に
、
行
政
裁
判
所
の
管
轄
事
項
の
拡
大
も
行
わ
れ
て
い
る
。

(26) 

ヴ
ュ
ル
テ
ン
ベ
ル
ク
に
お
い
て
も
、
革
命
期
か
ら
そ
れ
ま
で
の
ゲ
ハ
イ
メ
・
ラ
ー
ト
に
代
わ
る
行
政
裁
判
制
度
が
構
想
さ
れ
、
ヴ
ュ

(28) 

ル
テ
ン
ベ
ル
ク
憲
法
を
改
正
す
る
た
め
に
開
か
れ
た
議
会
で
も
そ
れ
は
議
論
さ
れ
た
。
だ
が
、
行
政
裁
判
制
度
の
構
想
は
憲
法
改
正
草

案
に
は
十
分
に
反
映
さ
れ
な
か
っ
た
。
憲
法
改
正
草
案
に
お
い
て
は
、
行
政
裁
判
所
を
設
け
る
か
否
か
は
法
律
が
定
め
る
も
の
と
さ
れ

(29) 

た
の
で
あ
る
。

そ
の
後
、
政
府
が
一
八
五
二
年
に
憲
法
改
正
草
案
を
取
り
下
げ
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
行
政
裁
判
制
度
の
構
想
も
頓
挫
し
、
ヴ
ュ
ル
テ

(30) 

ン
ベ
ル
ク
に
お
け
る
行
政
裁
判
制
度
の
創
設
は
、
一
八
七
六
年
の
「
行
政
裁
判
に
関
す
る
法
律
」
の
制
定
ま
で
待
っ
こ
と
に
な
る
。
た

だ
し
、
そ
の
法
律
の
制
定
過
程
で
は
、
革
命
期
の
構
想
は
若
干
触
れ
ら
れ
て
い
る
に
過
ぎ
な
い
。
他
方
で
、
「
行
政
裁
判
に
関
す
る
法

律
」
に
対
し
て
は
、
そ
の
一
部
は
ゲ
ハ
イ
メ
・
ラ
ー
ト
の
実
務
を
支
配
し
て
き
た
原
則
を
法
典
化
し
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
評
価
も
見

ぶ
竺

ら
ォ

対
応
や
動
向
を
ま
ず
は
見
る
べ
き
で
あ
る
と
し
て
、

8
)
 

(
1
 

ヽ
こ
。

し

t
、
こ
ゞ
ヽ

t
カ
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見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
の
た
め
、

所
も
、 そ

の
後
、

プ
ロ
イ
セ
ン

プ
ロ
イ
セ
ン
の
行
政
裁
判
制
度
は
、
周
知
の
通
り
、

し
て
形
成
さ
れ
て
き
た
も
の
で
あ
る
。
ま
ず
、

設
け
た
が
、
そ
の
中
で
、
新
た
に
設
置
さ
れ
た
郡
参
事
会
〔
K
r
e
i
s
a
u
s
s
c
h
u
竺
に
対
し
て
、

w
e
s
e
n〕

蕊）

グ
ナ
イ
ス
ト
の
理
論
か
ら
多
大
な
影
響
を
受
け
て
、
地
方
制
度
改
革
の
一
環
と

ぶ34)

一
八
七
二
年
の
郡
制
〔
K
r
e
i
s
o
r
d
n
u
n
g
〕
は
、
地
方
制
度
に
つ
い
て
詳
細
な
規
定
を

に
つ
い
て
第
一
審
の
行
政
裁
判
所
と
し
て
の
管
轄
も
割
り
当
て
ら
れ
た
。
そ
の
控
訴
審
と
さ
れ
た
の
は
、
救
貧
法
上
の
争
い
を
裁
断
す

ぶ36)

る
た
め
に
、
一
八
七
一
年
の
連
邦
救
貧
法
施
行
法
に
基
づ
い
て
設
置
さ
れ
た
郷
土
委
員
会
〔
D
e
p
u
t
a
t
i
o
n
fiir 
d
a
s
 H
e
i
m
a
t
s
 ,
 

(37) 

で
あ
り
、
こ
の
委
員
会
に
は
「
行
政
裁
判
所
〔
V
e
r
w
a
l
t
u
n
g
s
g
e
r
i
c
h
t
〕
」
と
い
う
名
称
が
与
え
ら
れ
た
。

(38) 

一
八
七
五
年
に
「
行
政
裁
判
所
の
組
織
及
び
行
政
訴
訟
手
続
に
関
す
る
法
律
」
が
制
定
さ
れ
た
。
そ
こ
で
は
、
第
一
審
は

郡
参
事
会
の
ま
ま
で
あ
っ
た
が
、
第
二
審
に
つ
い
て
は
右
の
「
行
政
裁
判
所
」
に
代
わ
っ
て
県
行
政
裁
判
所
〔
B
e
z
i
r
k
s
v
e
r
w
a
l
t
u
n
g
s
,
 

gericht
〕
が
置
か
れ
、
ま
た
、
最
上
級
審
と
し
て
上
級
行
政
裁
判
所
が
設
け
ら
れ
た
。
上
級
行
政
裁
判
所
の
み
な
ら
ず
県
行
政
裁
判

一
八
七
六
年
の
「
州
制
〔
P
r
o
v
i
n
z
i
a
l
o
r
d
n
u
n
g
〕

一
般
行
政
の
組
織
か
ら
独
立
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
管
轄
事
項
は
、

(39) 

用
地
域
に
お
け
る
行
政
庁
及
び
行
政
裁
判
所
の
権
限
に
関
す
る
法
律
」
（
以
下
で
は
旧
権
限
法
と
い
う
）
に
お
い
て
定
め
ら
れ
た
。

の
適

県
行
政
裁
判
所
を
一
般
行
政
の
組
織
か
ら
分
離
し
た
の
は
、
も
し
一
般
行
政
と
行
政
裁
判
の
両
方
を
担
う
組
織
と
し
た
場
合
、
と
り

(40) 

わ
け
名
誉
職
も
そ
の
構
成
員
に
な
る
こ
と
に
鑑
み
る
と
、
過
大
な
事
務
負
担
が
生
じ
る
こ
と
が
危
惧
さ
れ
た
か
ら
で
あ
る
。
だ
が
、
県

行
政
裁
判
所
を
一
般
行
政
の
組
織
か
ら
独
立
さ
せ
た
こ
と
に
よ
り
、
県
レ
ベ
ル
の
行
政
機
構
が
複
雑
な
も
の
に
な
っ
た
と
い
う
批
判
が

一
八
八

0
年
に
制
定
さ
れ
た
「
一
般
ラ
ン
ト
行
政
の
組
織
に
関
す
る
法
律
」
の
審
議
過
程
に

お
い
て
も
、
県
行
政
裁
判
所
を
一
般
行
政
の
組
織
と
統
合
す
べ
き
と
い
う
提
案
が
な
さ
れ
た
。
し
か
し
、
統
合
の
メ
リ
ッ
ト
に
対
し
て

疑
問
が
投
げ
か
け
ら
れ
た
こ
と
に
加
え
て
、
統
合
が
権
利
保
護
の
縮
減
と
受
け
取
ら
れ
る
可
能
性
が
あ
る
と
の
懸
念
が
示
さ
れ
た
こ
と

説

(3) 
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(43) 

そ
れ
で
も
県
レ
ベ
ル
の
複
雑
な
行
政
機
構
に
対
す
る
批
判
は
強
く
、

(44) 

一
八
八
三
年
の
「
一
般
ラ
ン
ト
行
政
に
関
す
る
法
律
」
に
よ
っ

一
般
行
政
の
組
織
か
ら
独
立
し
た
県
行
政
裁
判
所
は
廃
止
さ
れ
た
。
県
行
政
裁
判
所
と
県
評
議
会
を
統
合
し
て
、
新
た
に
県
参
事

会
〔
B
e
z
i
r
k
s
a
u
s
s
c
h
u
s
s
〕
が
設
置
さ
れ
、
そ
れ
が
一
般
行
政
を
担
当
す
る
と
と
も
に
第
一
二
番
の
行
政
裁
判
所
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

一
八
七
五
年
の
「
行
政
裁
判
所
の
組
織
及
び
行
政
訴
訟
手
続
に
関
す
る
法
律
」
の
大
半
、

及
び
一
八
八

0
年
の
「
一
般
ラ
ン
ト
行
政
の
組
織
に
関
す
る
法
律
」
の
全
て
は
、

関
す
る
法
律
」
に
受
け
継
が
れ
た
。
さ
ら
に
、
一
八
八
三
年
に
は
、
一
八
七
六
年
の
旧
権
限
法
に
代
わ
っ
て
「
行
政
庁
及
び
行
政
裁
判

(47) 

所
の
権
限
に
関
す
る
法
律
」
（
以
下
で
は
新
権
限
法
と
い
う
）
が
制
定
さ
れ
、
そ
の
法
律
の
中
で
も
行
政
裁
判
所
の
管
轄
事
項
が
定
め

一
八
六
七
年
と
一
八
六
九
年
に
行
政
裁
判
に
関
す
る
法
律
の
草
案
が
、
政
府
に
よ
っ
て
議
会
に
提
出
さ
れ
て
い

一
八
六
七
年
の
草
案
は
、
列
挙
主
義
に
基
づ
い
て
一
定
の
当
事
者
訴
訟
を
認
め
る
に
過
ぎ
な
か
っ
た
の
に
対
し
て
、

の
草
案
は
、
列
挙
主
義
は
維
持
し
つ
つ
も
抗
告
訴
訟
も
容
認
し
、
さ
ら
に
、
二
審
制
の
中
で
第
一
審
に
つ
い
て
も
一
般
行
政
の
組
織
か

(50) 

ら
の
独
立
を
認
め
る
も
の
で
あ
っ
た
。
だ
が
、
い
ず
れ
の
草
案
も
、
議
会
が
行
政
裁
判
所
の
管
轄
事
項
の
拡
大
を
主
張
し
た
た
め
に
、

成
立
に
は
至
ら
な
か
っ
た
。

し
か
し
、
そ
の
後
、
帝
国
が
一
八
七
七
年
に
裁
判
所
構
成
法
施
行
法
を
制
定
し
た
が
、
そ
の
一

理
由
に
官
吏
に
対
し
て
刑
事
訴
追
又
は
損
害
賠
償
請
求
す
る
た
め
に
は
、
事
前
に
特
別
の
官
庁
に
よ
る
決
定
を
得
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
い
う
仕
組
み
を
各
邦
が
設
け
て
い
た
場
合
を
対
象
と
し
て
、
次
の
よ
う
な
定
め
が
置
か
れ
た
。
す
な
わ
ち
、
官
吏
の
責
任
追
及
に
関

バ
イ
エ
ル
ン
で
は
、

(48) 
こ。t
 

(4) 

バ
イ
エ
ル
ン

ら
れ
た
。

ま
た
、

て、

2
)
 

(
4
 

も
あ
り
、
そ
う
し
た
提
案
は
実
現
し
な
か
っ
た
。

一
条
に
お
い
て
、
職
務
義
務
違
反
を

一
八
六
九
年

一
定
の
改
正
を
行
っ
た
上
で
「
一
般
ラ
ン
ト
行
政
に

一
八
七
六
年
の
旧
権
限
法
の
一
部
、
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ル
ン
は
列
挙
主
義
を
採
用
し
て
い
た
。
す
な
わ
ち
、

(1) 

バ
イ
エ
ル
ン
ー
列
挙
主
義

2
 

す
る
か
よ
う
な
仕
組
み
は
、
事
前
決
定
の
権
限
が
、
最
上
級
の
行
政
裁
判
所
が
存
す
る
邦
に
お
い
て
は
当
該
行
政
裁
判
所
に
、
そ
う
で

（翌

(53)

な
い
邦
に
お
い
て
は
ラ
イ
ピ
ス
ゲ
リ
ピ
ト
に
与
え
ら
れ
る
限
り
で
維
持
さ
れ
る
も
の
と
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
事
前
決
定
の
権

(54) 

限
が
ラ
イ
ピ
ス
ゲ
リ
ピ
ト
に
移
さ
れ
る
の
を
避
け
る
こ
と
も
あ
っ
て
、
「
高
等
行
政
裁
判
所
の
設
立
及
び
行
政
訴
訟
手
続
に
関
す
る
法

(55) 

律
」
案
が
議
会
に
提
出
さ
れ
、
そ
れ
が
一
八
七
八
年
に
成
立
し
た
。
一
八
七
八
年
の
法
律
は
列
挙
主
義
の
も
と
で
、
当
事
者
訴
訟
の
み

(56) 

な
ら
ず
抗
告
訴
訟
も
認
め
た
が
（
た
だ
し
本
節

2
l
．
山
田
を
参
照
）
、

学
説
の
中
で
も
、

一
八
六
七
年
に
北
ド
イ
ツ
連
邦
に
加
盟
し
た
後
、
改
革
の
た
め
の
立
法
が
相
次
い
で
行
わ

f

加‘

一
八
七
三
年
に
は
行
政
機
構
の
改
革
が
実
施
さ
れ
た
が
、
そ
の
際
に
行
政
裁
判
制
度
が
設
け
ら
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
ザ
ク
セ
ン
の

(58)

（

59) 

一
部
の
例
外
を
除
く
と
、
当
初
は
行
政
裁
判
の
問
題
が
取
り
上
げ
ら
れ
る
こ
と
は
少
な
か
っ
た
と
い
う
。

だ
が
、
行
政
裁
判
制
度
を
創
設
し
た
他
の
邦
か
ら
の
影
響
を
受
け
て
、
様
々
な
方
面
で
行
政
裁
判
制
度
を
求
め
る
動
き
が
見
ら
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
。
そ
の
結
果
、
一
八
九
七
年
に
「
行
政
裁
判
に
関
す
る
法
律
」
案
が
政
府
に
よ
っ
て
議
会
に
提
出
さ
れ
、
そ
れ
が
一
九

(60) 

0
0
年
に
成
立
し
た
の
で
あ
る
。

行
政
裁
判
所
の
管
轄
事
項

以
上
の
経
緯
を
た
ど
っ
て
創
設
さ
れ
た
各
邦
の
行
政
裁
判
制
度
に
つ
い
て
、
行
政
裁
判
所
の
管
轄
事
項
を
見
る
と
、
ま
ず
、
バ
イ
エ

最
後
に
、
ザ
ク
セ
ン
に
お
い
て
は
、

ザ
ク
セ
ン

、
'
,

只
J

ヽ

し 等
行
政
裁
判
所
に
限
ら
れ
て
い
た
。

一
八
七
八
年
の
「
高
等
行
政
裁
判
所
の
設
立
及
び
行
政
訴
訟
手
続
に
関
す
る
法

一
般
行
政
の
組
織
か
ら
分
離
さ
れ
た
の
は
最
上
級
審
た
る
高
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ヴ
ュ
ル
テ
ン
ベ
ル
ク
に
お
い
て
は
、

(a) (3) 処
分
に
関
し
て
概
括
主
義
を
採
用
し
て
い
た
こ
と
は
、
周
知
の
通
り
で
あ
る
。
そ
れ
は
、

の
旧
権
限
法
三

0
条
・
三
一
条
、
及
び
一
八
八

0
年
の
「
一
般
ラ
ン
ト
行
政
の
組
織
に
関
す
る
法
律
」
六
三
条
・
六
四
条
で
規
定
さ
れ
、

(64) 

さ
ら
に
一
八
八
三
年
の
「
一
般
ラ
ン
ト
行
政
に
関
す
る
法
律
」
―
二
七
条
．
―
二
八
条
に
お
い
て
も
定
め
ら
れ
た
。
警
察
処
分
に
つ
い

(65) 

て
概
括
主
義
が
採
ら
れ
た
背
景
に
は
、
そ
れ
以
前
に
警
察
権
の
濫
用
の
事
例
が
数
多
く
見
ら
れ
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
バ
ー
デ
ン
も
プ
ロ

(66) 

イ
セ
ン
の
制
度
に
倣
っ
て
、

議
会
〔
B
e
z
i
r
k
s
r
a
t〕

一
八
八
四
年
の
「
行
政
裁
判
に
関
す
る
法
律
」
四
条
一
項
一
号
で
、
県
庁
〔
B
e
z
i
r
k
s
a
m
t
〕
及
び
県
評

の
警
察
処
分
に
対
す
る
概
括
主
義
を
認
め
る
に
至
っ
た
。

右
の
バ
ー
デ
ン
「
行
政
裁
判
に
関
す
る
法
律
」
三
条
一
号
は
、
公
課
を
め
ぐ
る
争
い
に
関
し
て
も
概
括
主
義
を
採
っ
て
い
た
。
他
方
、

(67) 

プ
ロ
イ
セ
ン
も
一
八
九
三
年
の
地
方
税
法
六
九
条
・
七

0
条
に
よ
り
、
地
方
自
治
体
の
公
租
公
課
を
め
ぐ
る
争
い
に
つ
い
て
概
括
主
義

(68)

（

69) 

を
取
り
入
れ
た
。
と
は
い
え
、
そ
れ
ら
の
邦
に
あ
っ
て
も
、
他
の
領
域
で
は
列
挙
主
義
に
拠
っ
て
い
た
。

ヴ
ュ
ル
テ
ン
ベ
ル
ク
・
ザ
ク
セ
ン
ー
抗
告
訴
訟
に
お
け
る
概
括
主
義

さ
ら
に
、
ヴ
ュ
ル
テ
ン
ベ
ル
ク
及
び
ザ
ク
セ
ン
は
、
行
政
庁
の
処
分
に
対
す
る
抗
告
訴
訟
に
関
し
て
概
括
主
義
を
認
め
て
い
た
。

一
八
七
六
年
の
「
行
政
裁
判
に
関
す
る
法
律
」
が
行
政
訴
訟
を
抗
告
訴
訟
と
当
事
者
訴
訟
（
対
等

そ
れ
に
対
し
て
、
プ
ロ
イ
セ
ン
及
び
ハ
ー
デ
ン
は
、

(61) 

律
」
八
条

・
1
0
条
が
挙
げ
る
事
項
、
及
び
他
の
法
律
が
定
め
る
事
項
に
限
っ
て
管
轄
が
認
め
ら
れ
る
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。
管
轄
事
項

に
つ
い
て
は
、
行
政
裁
判
以
外
の
救
済
方
法
が
十
分
に
な
い
公
法
上
の
権
利
義
務
に
関
す
る
争
い
を
全
て
網
羅
す
る
、
と
の
考
え
に
基

(62) 

づ
い
て
定
め
ら
れ
た
と
す
る
説
明
も
見
ら
れ
た
が
、
警
察
に
関
す
る
事
項
が
行
政
裁
判
所
の
管
轄
事
項
と
さ
れ
て
い
な
い
と
い
う
問
題

(63) 

が
あ
っ
た
。

一
定
の
領
域
に
つ
い
て
は
概
括
主
義
を
導
入
し
て
い
た
。
プ
ロ
イ
セ
ン
が
警
察

②
。
フ
ロ
イ
セ
ン
・
バ
ー
デ
ン
一
定
領
域
に
お
け
る
概
括
主
義

一
八
七
―
一
年
の
郡
制
八

0
条、

一
八
七
六
年
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ベ
ル
ク
「
行
政
裁
判
に
関
す
る
法
律
」

(b) 当
事
者
間
の
公
法
上
の
法
律
関
係
に
関
す
る
訴
訟
）
に
区
分
し
（
た
だ
し
後
述
田
を
参
照
）
、
前
者
に
つ
い
て
一
三
条
一
項
で
以
下
の

一
三
条
一
項

そ
の
他
、
個
人
、
団
体
又
は
組
合
を
問
わ
ず
、
あ
る
者
が
、
公
法
法
規
に
基
づ
い
て
発
せ
ら
れ
た

法
的
に
根
拠
が
な
く
、
そ
れ
に
よ
っ
て
自
己
の
権
利
を
侵
害
さ
れ
、
又
は
自
己
の
義
務
で
な
い
負
担
を
課
さ
れ
て
い
る
と
主
張
す
る
と

(70) 

き
、
高
等
行
政
裁
判
所
は
、
後
に
挙
げ
ら
れ
る
例
外
を
留
保
し
て
、
行
政
庁
の
決
定
又
は
処
分
に
対
す
る
抗
告
訴
訟
〔
B
e
s
c
h
w
e
r,
 

こ
の
よ
う
な
規
定
が
設
け
ら
れ
た
背
景
と
し
て
は
、

ヴ
ュ
ル
テ
ン
ベ
ル
ク
の
行
政
裁
判
制
度
の
前
身
で
あ
る
ゲ
ハ
イ
メ
・
ラ
ー
ト

(71) 

（注

(26)
を
参
照
）
が
、
す
で
に
概
括
主
義
を
採
用
し
て
い
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
だ
が
、
そ
れ
に
加
え
て
、
も
し
列
挙
主
義
に
拠
っ

た
場
合
に
は
、
行
政
活
動
に
関
わ
る
法
律
の
制
定
改
廃
が
行
わ
れ
る
な
か
で
、
多
様
な
行
政
上
の
法
律
関
係
を
網
羅
す
る
こ
と
が
で
き

(72) 

ず
、
権
利
保
護
に
欠
訣
が
生
じ
る
お
そ
れ
が
あ
る
と
い
う
こ
と
も
、
概
括
主
義
の
根
拠
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
い
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

ヴ
ュ
ル
テ
ン
ベ
ル
ク
に
倣
っ
て
行
政
裁
判
制
度
を
設
け
た
ザ
ク
セ
ン
に
あ
っ
て
も
、

七
三
条
に
よ
り
、
抗
告
訴
訟
で
は
概
括
主
義
が
認
め
ら
れ
て
い
た
。
そ
し
て
こ
こ
で
も
、
概
括
主
義
が
採
用
さ
れ
た
理
由
が
、
さ
も
な

い
と
権
利
保
護
の
欠
訣
が
生
じ
る
お
そ
れ
が
あ
る
と
い
う
こ
と
に
求
め
ら
れ
て
い
た
。

し
か
し
、
ヴ
ュ
ル
テ
ン
ベ
ル
ク
と
ザ
ク
セ
ン
の
い
ず
れ
も
、
当
事
者
訴
訟
に
関
し
て
は
列
挙
主
義
を
採
っ
て
い
た

d
e
n
〕
に
つ
い
て
裁
判
を
行
う
。

1
0
条
・
―
一
条
、
ザ
ク
セ
ン
「
行
政
裁
判
に
関
す
る
法
律
」
―
―
一
条
）
。
そ
の
理
由
は
ザ
ク

ヴ
ュ
ル
テ
ン
ベ
ル
ク
「
行
政
裁
判
に
関
す
る
法
律
」

よ
う
に
概
括
王
義
を
定
め
て
い
た
の
で
あ
る
。

（
ヴ
ュ
ル
テ
ン

一
九

0
0
年
の
「
行
政
裁
判
に
関
す
る
法
律
」

〔
行
政
庁
の
〕
決
定
又
は
処
分
に

（阪大法学） 66 (2-52) 356 [2016. 7] 
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る セ
ン
の
場
合
、
抗
告
訴
訟
に
つ
い
て
は
上
級
行
政
裁
判
所
が
一
審
か
つ
終
審
で
あ
っ
た
の
に
対
し
て
、
当
事
者
訴
訟
に
関
し
て
は
県

〔K
r
e
i
s
h
a
u
p
t
m
a
n
n
s
c
h
a
f
t
〕
と
上
級
行
政
裁
判
所
の
二
審
制
で
あ
っ
た
こ
と
が
関
係
す
る
。
す
な
わ
ち
、
当
事
者
訴
訟
の
第
一
審

で
あ
る
県
は
一
般
行
政
も
担
っ
て
お
り
、
仮
に
概
括
主
義
を
採
用
す
れ
ば
一
般
行
政
と
行
政
裁
判
の
混
和
の
お
そ
れ
が
生
じ
る
と
と
も

(74) 

に
、
県
の
事
務
負
担
も
過
重
に
な
る
た
め
、
管
轄
事
項
を
制
限
す
る
必
要
が
あ
っ
た
と
い
う
の
で
あ
る
。

ヴ
ュ
ル
テ
ン
ベ
ル
ク
が
当
事
者
訴
訟
に
つ
い
て
列
挙
主
義
を
採
用
し
て
い
た
理
由
は
な
お
明
ら
か
で
な
い
が
、
そ
こ
で
も
、
抗
告
訴

訟
に
関
し
て
は
高
等
行
政
裁
判
所
が
一
審
か
つ
終
審
で
あ
っ
た
一
方
、
当
事
者
訴
訟
に
つ
い
て
は
県
庁
〔
K
r
e
i
s
r
e
g
i
e
r
u
n
g
〕
と
高
等

行
政
裁
判
所
の
二
審
制
で
あ
り
、
県
庁
は
一
般
行
政
も
担
っ
て
い
た
こ
と
か
ら
す
る
と
、
ザ
ク
セ
ン
の
場
合
と
同
様
の
こ
と
が
―
つ
の

理
由
に
な
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
よ
う
。

以
上
要
す
る
に
、

6
)
 

い
ず
れ
の
邦
に
お
い
て
も
、
完
全
な
形
で
の
概
括
主
義
は
採
用
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

な
お
、
先
ほ
ど
ヴ
ュ
ル
テ
ン
ベ
ル
ク
と
ザ
ク
セ
ン
の
行
政
裁
判
所
の
管
轄
事
項
を
紹
介
す
る
中
で
、
抗
告
訴
訟
と
当
事
者
訴
訟
の

区
別
に
触
れ
た
が
、
そ
れ
に
つ
い
て
若
干
の
補
足
を
し
て
お
き
た
い
。

第
一
に
、
ザ
ク
セ
ン
「
行
政
裁
判
に
関
す
る
法
律
」
七
三
条
・
-
―
一
条
は
、
抗
告
訴
訟
と
当
事
者
訴
訟
に
関
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
A
n,
 

f
e
c
h
 t
u
n
g
s
k
l
a
g
e
と
P
a
r
t
e
i
s
t
r
e
i
t
i
g
k
e
i
t
e
n
と
い
う
用
語
を
使
っ
て
お
り
、
そ
の
用
語
法
が
ド
イ
ツ
に
お
い
て
定
着
す
る
こ
と
に
な

る
が
、
法
令
上
A
n
f
e
c
h
t
u
n
g
s
k
l
a
g
e
と
い
う
言
葉
を
用
い
た
の
は
、
ザ
ク
セ
ン
「
行
政
裁
判
に
関
す
る
法
律
」
が
最
初
の
よ
う
で
あ

そ
れ
以
前
の
ヴ
ュ
ル
テ
ン
ベ
ル
ク
「
行
政
裁
判
に
関
す
る
法
律
」
に
お
い
て
は
、
抗
告
訴
訟
に
対
応
す
る
用
語
と
し
て

B
e
,
 

s
c
h
w
e
r
d
e
と
い
う
言
葉
が
使
わ
れ
て
お
り
(
-
三
条
な
ど
）
、
当
事
者
訴
訟
に
祖
当
す
る
用
語
は
法
律
の
中
に
は
見
当
た
ら
な
い
。

ま
た
、
バ
イ
エ
ル
ン
「
高
等
行
政
裁
判
所
の
設
立
及
び
行
政
訴
訟
手
続
に
関
す
る
法
律
」
も
抗
告
訴
訟
と
当
事
者
訴
訟
を
区
別
し
て
い

(a) ①
抗
告
訴
訟
と
当
事
者
訴
訟
の
区
別
に
つ
い
て

（阪大法学） 66 (2-53) 357 〔2016.7〕



法
律
」
八
一
条
二
項
に
よ
れ
ば
、
抗
告
訴
訟
と
当
事
者
訴
訟
の
い
ず
れ
に
お
い
て
も
、
審
理
手
続
上
は
ほ
ぱ
同
じ
規
定
が
適
用
さ
れ
る

に
対
す
る
営
業
法
に
基
づ
く
規
制
を
め
ぐ
る
争
い

判
所
の
段
階
で
の
み
適
用
さ
れ
る
と
こ
ろ
（
四
五
条
三
項
）
、
二
つ
の
い
ず
れ
の
方
法
に
よ
っ
て
争
い
を
処
理
す
る
の
が
適
切
で
あ
る

(82) 

か
と
い
う
観
点
か
ら
、
主
に
抗
告
訴
訟
と
当
事
者
訴
訟
の
区
分
が
行
わ
れ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

第
三
に
、
右
で
述
べ
た
こ
と
に
関
連
し
て
、
抗
告
訴
訟
と
当
事
者
訴
訟
の
区
別
は
絶
対
的
な
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
支
配
従
属
関
係

に
お
け
る
争
い
は
抗
告
訴
訟
に
該
当
す
る
よ
う
に
考
え
ら
れ
る
が
、
法
律
上
は
当
事
者
訴
訟
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

そ
の
よ
う
な
例
と
し
て
、
ヴ
ュ
ル
テ
ン
ベ
ル
ク
「
行
政
裁
判
に
関
す
る
法
律
」
に
関
し
て
は
、
国
外
退
去
命
令
を
め
ぐ
る
争
い

条
一
号
）
な
ど
が
あ
る
。
バ
イ
エ
ル
ン
「
高
等
行
政
裁
判
所
の
設
立
及
び
行
政
訴
訟
手
続
に
関
す
る
法
律
」
に
つ
い
て
も
、
営
業
活
動

(83) 

（
八
条
八
号
）
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。
さ
ら
に
、
ザ
ク
セ
ン
「
行
政
裁
判
に
関
す
る

に
関
す
る
法
律
」

8
)
 

た
と
言
わ
れ
る
が
、
そ
れ
ぞ
れ
B
e
s
c
h
w
e
r
d
e
n
と
V
e
r
w
a
l
t
u
n
g
s
r
e
c
h
t
s
s
a
c
h
e
n
と
い
う
言
葉
で
表
現
さ
れ
て
い
た

条
な
ど
）
。

(
1
0
 

（
八
条
•
1
0
 

つ
ま
り
、
抗
告
訴
訟
や
当
事
者
訴
訟
と
言
っ
て
も
、
当
初
か
ら
A
n
f
e
c
h
t
u
n
g
s
k
l
a
g
e
や
P
a
r
t
e
i
s
t
r
e
i
t
i
g
k
e
i
t
e
n
と
い
う

第
二
に
、
抗
告
訴
訟
と
当
事
者
訴
訟
の
区
別
は
、
必
ず
し
も
理
論
的
見
地
か
ら
行
わ
れ
た
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
例
え
ば
、
ヴ
ュ
ル

テ
ン
ベ
ル
ク
「
行
政
裁
判
に
関
す
る
法
律
」
に
関
し
て
、
抗
告
訴
訟
と
当
事
者
訴
訟
の
区
別
は
、
争
い
の
対
象
の
原
理
的
な
違
い
で
は

5
 

2
 

な
く
、
抗
告
訴
訟
と
当
事
者
訴
訟
の
い
ず
れ
の
手
続
に
よ
っ
て
争
い
を
処
理
す
る
の
が
適
切
か
、
と
い
う
観
点
か
ら
行
わ
れ
た
も
の
で

6
 

(

7

9

)

(

8

0

)

6

 

学

あ
る
と
言
わ
れ
て
い
た
。
同
様
の
説
明
は
、
ザ
ク
セ
ン
「
行
政
裁
判
に
関
す
る
法
律
」
に
つ
い
て
も
見
ら
れ
る
。
さ
ら
に
、
ハ
イ
エ
ル

法

ン
で
も
、
抗
告
訴
訟
と
当
事
者
訴
訟
の
区
別
は
理
論
的
な
も
の
と
い
う
よ
り
、
む
し
ろ
実
際
上
の
理
由
に
よ
る
も
の
と
説
か
れ
て
い
た
。
欠阪

こ
れ
は
、
バ
イ
エ
ル
ン
に
お
い
て
は
、
当
事
者
訴
訟
の
場
合
、
下
級
審
の
段
階
か
ら
「
高
等
行
政
裁
判
所
の
設
立
及
び
行
政
訴
訟
手
続

一
六
条
以
下
の
規
定
が
適
用
さ
れ
る
が
、
抗
告
訴
訟
の
場
合
に
は
、
そ
れ
ら
の
規
定
は
最
上
級
審
た
る
高
等
行
政
裁

用
語
が
使
わ
れ
て
い
た
の
で
は
な
い
。

論 兄"―1F
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(84) 

も
の
と
さ
れ
て
お
り
、
ハ
イ
エ
ル
ン
で
も
、
実
際
上
は
抗
告
訴
訟
と
当
事
者
訴
訟
で
同
じ
手
続
規
定
が
用
い
ら
れ
て
い
た
こ
と
は
、
す

こ
の
他
、
抗
告
訴
訟
と
当
事
者
訴
訟
の
区
別
の
問
題
を
考
察
す
る
場
合
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
訴
訟
の
当
事
者
を
ど
の
よ
う
に
考
え

(85) 

る
の
か
と
い
っ
た
こ
と
も
関
係
し
て
く
る
と
こ
ろ
、
本
稿
で
は
そ
の
点
に
立
ち
入
る
用
意
は
な
い
。
そ
れ
ゆ
え
、
抗
告
訴
訟
と
当
事
者

訴
訟
の
区
別
に
つ
い
て
は
、
本
稿
で
は
以
上
の
指
摘
に
止
め
る
こ
と
に
し
、

以
上
の
よ
う
に
、
行
政
裁
判
制
度
の
創
設
の
経
緯
及
び
行
政
裁
判
所
の
管
轄
事
項
は
、
各
邦
に
よ
っ
て
様
々
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、

ド
イ
ツ
に
お
け
る
行
政
訴
訟
の
類
型
の
整
備
・
拡
大
の
過
程
を
た
ど
る
と
い
う
本
稿
の
関
心
か
ら
見
た
と
き
、
ま
ず
、
行
政
庁
の
処
分

に
対
す
る
取
消
訴
訟
は
、
そ
れ
を
行
政
裁
判
に
関
す
る
法
律
で
明
確
に
規
定
し
た
の
は
、
ザ
ク
セ
ン
「
行
政
裁
判
に
関
す
る
法
律
」
八

二
条
一
項
（
「
上
級
行
政
裁
判
所
が
抗
告
訴
訟
に
理
由
が
あ
る
と
考
え
る
と
き
、
争
わ
れ
て
い
る
決
定
：
．．．． 
を
取
り
消
す
。
」
）
の
み
で

(86) 

あ
っ
た
が
、
い
ず
れ
の
邦
に
お
い
て
も
認
め
ら
れ
て
い
た
。
さ
ら
に
、
そ
れ
以
外
の
訴
訟
類
型
に
関
し
て
、
各
邦
で
共
通
す
る
次
の
二

(87) 

つ
の
問
題
が
注
目
さ
れ
る
。

こ
の
問
題
に
関
し
て
、
各
邦
の
行
政
裁
判
制
度
に
関
す
る
法
律
は
、

(88) 

っ
た
と
こ
ろ
、

(1) (b) 

よ
り
詳
細
な
分
析
は
別
の
機
会
に
行
う
こ
と
に
し
た
い
。

い
ず
れ
も
確
認
訴
訟
を
一
般
的
に
認
め
る
規
定
を
設
け
て
い
な
か

一
方
で
は
、
確
認
訴
訟
の
許
容
性
を
厳
格
に
考
え
て
、
行
政
裁
判
所
の
管
轄
事
項
に
当
た
る
場
合
で
あ
っ
て
も
、
確
認

訴
訟
を
提
起
で
き
る
の
は
、
そ
れ
を
認
め
る
法
律
の
規
定
が
個
別
に
あ
る
場
合
に
限
ら
れ
る
と
す
る
見
解
が
あ
っ
た
。
そ
こ
で
は
、
そ

第
一
に
、
そ
も
そ
も
行
政
裁
判
に
お
い
て
確
認
訴
訟
は
認
め
ら
れ
る
の
か
と
い
う
、
確
認
訴
訟
の
許
容
性
を
め
ぐ
る
問
題
で
あ
る
。

52
 

6
 

6
 

学法大阪

の
よ
う
な
見
解
が
い
か
な
る
論
拠
に
基
づ
く
も
の
で
あ
っ
た
の
か
と
い
う
こ
と
が
問
題
に
な
る
。
ま
た
、
そ
う
し
た
見
解
に
対
し
て
、

3

訴
訟
類
型
・
救
済
態
様
に
関
す
る
論
点

で
に
述
べ
た
通
り
で
あ
る

（注

(82)
を
参
照
）
。
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問
題
を
扱
う
こ
と
に
し
た
い

訴
訟
も
対
象
に
含
め
る
こ
と
に
す
る
。

っ
た
と
す
る
説
明
も
あ
っ
た
と
述
べ
た
が

(2) 

（阪大法学） 66 (2-56) 360 

各
邦
の
判
例
が
確
認
訴
訟
の
許
容
性
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
な
立
場
を
採
っ
て
い
た
の
か
と
い
う
点
に
も
注
意
を
払
う
必
要
が
あ
る
。

こ
の
点
、
結
論
を
先
取
り
し
て
言
え
ば
、
各
邦
の
判
例
の
中
に
は
、
法
律
が
個
別
に
明
示
し
て
い
な
い
場
合
で
も
確
認
訴
訟
を
認
め
た

も
の
が
見
ら
れ
た
が
、
そ
う
で
あ
る
と
す
る
と
、
か
よ
う
な
判
例
の
背
後
に
は
い
か
な
る
考
え
方
が
あ
っ
た
の
か
と
い
う
疑
問
が
生
じ

る
。
さ
ら
に
、
具
体
的
に
い
か
な
る
場
面
に
お
い
て
確
認
訴
訟
が
認
め
ら
れ
た
の
か
と
い
う
こ
と
も
、
考
察
の
対
象
に
な
る
。

第
二
に
、
抗
告
訴
訟
の
類
型
な
い
し
救
済
態
様
に
関
す
る
問
題
で
あ
る
。
当
時
は
、
抗
告
訴
訟
と
言
え
ば
、
そ
れ
は
専
ら
取
消
訴

訟
を
意
味
し
た
。
し
か
し
、
そ
の
取
消
訴
訟
に
つ
い
て
、
各
邦
の
行
政
裁
判
に
関
す
る
法
律
や
判
例
の
中
に
は
、
行
政
庁
の
処
分
の
取

消
し
に
止
ま
ら
な
い
救
済
態
様
を
認
め
て
い
る
も
の
が
存
在
し
た
。
そ
こ
で
は
、
か
か
る
救
済
態
様
は
ど
の
よ
う
な
も
の
だ
っ
た
の
か

と
い
う
こ
と
が
問
題
に
な
る
。
さ
ら
に
、
抗
告
訴
訟
が
専
ら
取
消
訴
訟
を
指
し
て
い
た
と
言
っ
て
も
、
後
の
時
代
の
制
度
と
比
べ
た
場

合
に
は
、
義
務
付
け
訴
訟
な
ど
取
消
訴
訟
以
外
の
類
型
の
許
容
性
に
関
し
て
、
各
邦
の
判
例
及
び
学
説
が
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
た
の

か
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
も
考
察
が
求
め
ら
れ
る
。
な
お
、
先
ほ
ど
、
プ
ロ
イ
セ
ン
は
抗
告
訴
訟
と
当
事
者
訴
訟
の
区
別
を
知
ら
な
か

（注

(85)
を
参
照
）
、
警
察
処
分
に
対
す
る
訴
訟
は
抗
告
訴
訟
に
祖
当
す
る
も
の
と
考
え

ら
れ
る
。
そ
こ
で
、
抗
告
訴
訟
の
類
型
な
い
し
救
済
態
様
の
問
題
を
検
討
す
る
に
当
た
っ
て
は
、
プ
ロ
イ
セ
ン
の
警
察
処
分
に
対
す
る

以
下
で
は
、
確
認
訴
訟
の
許
容
性
を
め
ぐ
る
問
題
を
取
り
上
げ
た
後
（
第
二
節
）
、
抗
告
訴
訟
の
類
型
な
い
し
救
済
態
様
に
関
す
る

（
第
三
節
）
。

[2016. 7] 
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右
の
見
解
の
影
響
も
あ
っ
て
か
、
各
邦
の
判
例
の
中
で
も
、
法
律
の
規
定
が
な
け
れ
ば
確
認
訴
訟
は
認
め
ら
れ
な
い
旨
を
述
べ
る
も

②
個
別
的
許
容
説
に
立
つ
判
例

(89) 

確
認
訴
訟
の
許
容
性
を
め
ぐ
る
問
題
に
つ
い
て
は
、
先
に
少
し
触
れ
た
よ
う
に
、
民
事
訴
訟
法
の
確
認
訴
訟
に
関
す
る
規
定
の
準
用

を
否
定
し
、
行
政
裁
判
所
の
管
轄
事
項
に
当
た
る
場
合
で
あ
っ
て
も
、
確
認
訴
訟
を
提
起
で
き
る
の
は
、
そ
れ
を
法
律
が
個
別
に
認
め

(90) 

た
と
き
に
限
ら
れ
る
と
す
る
見
解
が
有
力
に
主
張
さ
れ
て
い
た
。

そ
の
論
拠
を
探
る
と
、
ま
ず
、
民
事
訴
訟
と
行
政
裁
判
で
は
、
問
題
に
な
る
法
律
関
係
が
異
な
る
と
い
う
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
て
い
た
。

つ
ま
り
、
民
事
訴
訟
は
対
等
当
事
者
間
の
私
法
上
の
法
律
関
係
を
対
象
と
す
る
一
方
、
行
政
裁
判
に
お
い
て
は
国
家
対
私
人
の
公
法
上

(91) 

の
法
律
関
係
が
問
題
に
な
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
、
民
事
訴
訟
法
の
確
認
訴
訟
に
関
す
る
規
定
は
普
遍
的
な
も
の
で
は
な
く
、

(92) 

ド
イ
ツ
の
民
事
訴
訟
に
固
有
の
も
の
で
あ
る
と
い
う
こ
と
も
、
そ
の
準
用
を
否
定
す
る
理
由
と
さ
れ
て
い
た
。

さ
ら
に
、
次
の
点
も
根
拠
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
い
た
。
す
な
わ
ち
、
民
事
訴
訟
法
の
確
認
訴
訟
に
関
す
る
規
定
は
、
確
認
訴
訟
が
給

付
訴
訟
な
ど
他
の
訴
訟
類
型
と
の
関
係
で
、
補
充
的
な
も
の
で
あ
る
た
め
に
設
け
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
、
行
政
裁
判
で
確
認
訴
訟
が
問

(93) 

題
に
な
る
場
合
、
優
先
し
て
用
い
る
べ
き
他
の
訴
訟
類
型
は
ま
ず
考
え
ら
れ
な
い
と
い
う
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
説
明
に
お
い
て
は
、

確
認
訴
訟
が
問
題
に
な
る
場
合
と
し
て
、
例
え
ば
地
方
自
治
体
の
境
界
の
確
認
訴
訟
が
念
頭
に
置
か
れ
て
い
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
こ

の
他
、
行
政
裁
判
の
実
務
か
ら
す
る
と
、
確
認
訴
訟
を
一
般
的
に
認
め
な
く
て
も
、
紛
争
は
問
題
な
く
処
理
さ
れ
て
い
る
と
言
わ
れ
る

(95) 

こ
と
も
あ
っ
た
。

山

根

拠

1

個
別
的
許
容
説

第
二
節
確
認
訴
訟
の
許
容
性

（阪大法学） 66 (2-57) 361 〔2016.7〕
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そ
れ
に
対
し
て
、
バ
ー
デ
ン
及
び
ヴ
ュ
ル
テ
ン
ベ
ル
ク
で
は
状
況
が
異
な
る
。
バ
ー
デ
ン
に
お
い
て
は
、

(100) 

政
の
組
織
に
関
す
る
法
律
施
行
令
」
五

0
条
に
基
づ
い
て
、
行
政
裁
判
所
の
管
轄
事
項
に
当
た
る
限
り
、
個
別
に
法
律
の
規
定
が
な
く

(101) 

て
も
確
認
訴
訟
が
認
め
ら
れ
て
い
た
と
い
う
。
こ
の
規
定
は
そ
の
後
、
一
八
八
四
年
に
「
行
政
裁
判
に
関
す
る
法
律
」
が
制
定
さ
れ
た

(102) 

際
に
、
同
年
の
「
行
政
訴
訟
手
続
に
関
す
る
命
令
」
四
四
条
に
よ
っ
て
廃
止
さ
れ
た
。
し
か
し
、
「
行
政
裁
判
に
関
す
る
法
律
」
の
政

(1) 

バ
ー
デ
ン
及
び
ヴ
ュ
ル
テ
ン
ベ
ル
ク
の
場
合

2

許
容
性
の
拡
大

の
が
見
ら
れ
た
。
例
え
ば
、
プ
ロ
イ
セ
ン
上
級
行
政
裁
判
所
一
九

0
三
年
―
一
月
一
―
一
日
判
決
は
、
「
確
認
訴
訟
は
行
政
訴
訟
手
続
に
と

っ
て
は
原
則
と
し
て
異
質
な
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
原
則
も
、
：
・
・
：
法
律
が
確
認
訴
訟
を
許
容
す
る
と
こ
ろ
で
は
例
外
を
認
め

(96) 

て
い
る
」
と
判
ホ
し
て
い
た
。
ザ
ク
セ
ン
に
お
い
て
も
、
ザ
ク
セ
ン
上
級
行
政
裁
判
所
一
九

0
五
年
九
月
三

0
日
判
決
は
次
の
よ
う
に

(98) 

述
べ
て
お
り
、
同
様
の
判
示
は
他
の
ザ
ク
セ
ン
上
級
行
政
裁
判
所
の
判
例
で
も
見
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

「
ザ
ク
セ
ン

一
八
六
四
年
の
「
内
務
行

『
行
政
裁
判
に
関
す
る
法
律
』
に
よ
れ
ば
、
当
事
者
訴
訟
に
お
い
て
そ
の
よ
う
な
訴
え
〔
確
認
訴
訟
〕

は
、
法
律
自
体

が
そ
れ
を
認
め
た
場
合
に
限
っ
て
許
容
さ
れ
る
。
」
「
行
政
訴
訟
手
続
に
関
し
て
は
、
判
例
及
び
学
説
で
認
め
ら
れ
た
以
下
の
原
則
が
妥

当
す
る
。
す
な
わ
ち
、
原
告
が
法
的
利
益
を
証
明
し
た
場
合
で
あ
っ
て
も
、
民
事
上
の
法
律
関
係
で
あ
れ
ば
民
事
訴
訟
法
二
五
六
条
で

定
め
ら
れ
た
範
囲
で
確
認
を
行
う
権
限
を
、
行
政
裁
判
所
は
一
般
に
は
有
し
な
い
」
。

ハ
イ
エ
ル
ン
で
も
、
ハ
イ
エ
ル
ン
高
等
行
政
裁
判
所
一
八
九
八
年
―
二
月
二
七
日
判
決
は
、
「
バ
イ
エ
ル
ン
の
現
行
法
に
よ
れ
ば
、

599) 

行
政
法
の
領
域
に
属
す
る
法
律
関
係
の
存
否
の
確
認
を
求
め
る
訴
え
は
認
め
ら
れ
て
い
な
い
」
と
述
べ
て
い
た
。
も
っ
と
も
、
プ
ロ
イ

セ
ン
、
ザ
ク
セ
ン
及
び
バ
イ
エ
ル
ン
の
い
ず
れ
の
判
例
も
、
右
で
見
た
よ
う
な
判
示
に
対
す
る
理
由
は
特
に
挙
げ
て
い
な
い
。

（阪大法学） 66 (2-58) 362 [2016. 7] 
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さ
ら
に
、
本
節
l
②
に
お
い
て
、
プ
ロ
イ
セ
ン
及
び
ザ
ク
セ
ン
の
判
例
の
中
に
は
、
確
認
訴
訟
を
認
め
る
た
め
に
は
法
律
の
規
定
が

必
要
で
あ
る
と
述
べ
る
も
の
が
あ
っ
た
こ
と
を
紹
介
し
た
。
し
か
し
、
そ
れ
ら
の
邦
の
判
例
を
子
細
に
見
る
と
、
右
の
命
題
が
貰
徹
さ

れ
て
い
る
と
は
必
ず
し
も
言
え
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

例
え
ば
、
プ
ロ
イ
セ
ン
の
新
権
限
法
五
六
条
五
項
は
、
行
政
裁
判
所
の
管
轄
事
項
と
し
て
、
「
そ
の
他
、
関
係
者
の
い
ず
れ
に
公
道

の
建
設
及
び
維
持
に
係
る
公
法
上
の
義
務
が
あ
る
の
か
と
い
う
こ
と
に
関
す
る
…
…
争
い
は
、
行
政
訴
訟
手
続
に
お
け
る
裁
判
に
服
す

る
。
」
と
規
定
す
る
に
止
ま
っ
て
い
た
。
だ
が
、
本
節
3
（
で
取
り
上
げ
る
よ
う
に
、
こ
の
規
定
か
ら
道
路
の
維
持
管
理
義
務
に
関
す

(107) 

る
確
認
訴
訟
を
認
め
た
判
例
が
存
在
し
た
。

ザ
ク
セ
ン
の
場
合
に
つ
い
て
言
え
ば
、
「
行
政
裁
判
に
関
す
る
法
律
」
―
―
一
条
一

0
号

a
は
、
当
事
者
訴
訟
に
関
す
る
管
轄
事
項
と

②
個
別
的
許
容
説
か
ら
逸
脱
す
る
判
例

府
提
案
理
由
書
は
、
「
内
務
行
政
の
組
織
に
関
す
る
法
律
施
行
令
」
五

0
条
を
廃
止
す
る
理
由
と
し
て
、
民
事
訴
訟
法
の
確
認
訴
訟
に

関
す
る
規
定
を
援
用
し
な
が
ら
、
今
や
法
律
関
係
の
存
在
の
確
認
を
求
め
る
訴
え
の
提
起
が
可
能
で
あ
る
こ
と
に
疑
問
の
余
地
は
な
い

ぶ

103)

と
い
う
こ
と
を
述
べ
て
い
た
。
こ
う
し
た
政
府
提
案
理
由
書
に
お
け
る
説
明
は
、
ハ
ー
デ
ン
高
等
行
政
裁
判
所
一
八
八
九
年
五
月
一
日

(104) 

判
決
な
ど
で
も
引
用
さ
れ
て
、
確
認
訴
訟
は
適
法
な
も
の
と
判
断
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
ヴ
ュ
ル
テ
ン
ベ
ル
ク
に
あ
っ
て
も
、
民
事
訴
訟
法
の
規
定
の
準
用
を
定
め
た
「
行
政
裁
判
に
関
す
る
法
律
」
七
二
条
に
基
づ

(105) 

き
、
行
政
裁
判
所
の
管
轄
事
項
に
該
当
す
る
限
り
、
個
別
に
法
律
の
規
定
が
な
く
て
も
確
認
訴
訟
が
許
容
さ
れ
て
い
た
。
そ
し
て
、
確

認
訴
訟
を
適
法
と
し
た
判
例
は
本
節

3
で
見
る
よ
う
に
い
く
つ
も
存
在
す
る
が
、
特
に
民
事
訴
訟
法
の
確
認
訴
訟
に
関
す
る
規
定
を
明

確
に
挙
げ
た
上
で
確
認
訴
訟
を
認
め
た
も
の
と
し
て
、
ヴ
ュ
ル
テ
ン
ベ
ル
ク
高
等
行
政
裁
判
所
一
九
一
七
年
―
二
月
一
―
一
日
判
決
が
あ

(106) 
る。
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他
方
で
、
本
節
ー
（
で
紹
介
し
た
個
別
的
許
容
説
を
採
る
論
者
の
中
に
も
、
確
認
訴
訟
を
広
く
許
容
す
れ
ば
行
政
裁
判
所
に
提
起
さ

れ
る
訴
訟
の
数
が
増
え
る
と
い
う
こ
と
は
、
確
認
訴
訟
を
否
定
す
る
理
由
に
は
な
ら
な
い
と
説
く
者
が
あ
っ
た
。
ま
た
、
行
政
に
つ
い

て
は
判
決
に
従
っ
た
行
動
を
す
る
こ
と
が
期
待
で
き
る
と
し
て
、
確
認
訴
訟
を
行
政
裁
判
の
原
則
的
な
形
態
と
考
え
る
説
も
な
か
っ
た

③
学
説
に
お
け
る
許
容
性
拡
大
の
主
張

へ
の
訴
え
が
許
容
さ
れ
る
場
合
は
か
な
り
限
ら
れ
た
で
あ
ろ
う
。

(108) 

し
て
「
ラ
イ
ピ
疾
病
保
険
法
五
八
条
に
従
っ
て
判
断
さ
れ
る
べ
き
請
求
権
」
と
定
め
る
に
す
ぎ
ず
、
当
時
の
ラ
イ
ピ
疾
病
保
険
法
五
八

条
も
、
確
認
訴
訟
を
明
示
し
て
い
な
か
っ
た
。
そ
れ
に
も
拘
ら
ず
、
本
節
3
②
で
も
見
る
ザ
ク
セ
ン
上
級
行
政
裁
判
所
一
九

0
七
年
一

二
月
二
八
日
判
決
は
、
「
行
政
訴
訟
手
続
に
お
け
る
確
認
訴
訟
は
：
・
・
:
『
行
政
裁
判
に
関
す
る
法
律
』
が
個
別
に
示
し
た
場
合
に
の
み

許
容
さ
れ
る
」
と
述
べ
な
が
ら
も
、
被
保
険
者
と
保
険
者
の
間
の
保
険
関
係
の
存
否
に
関
す
る
確
認
訴
訟
も
、
「
行
政
裁
判
に
関
す
る

(109) 

法
律
」
―
―
一
条
一

0
号

a
に
よ
っ
て
認
め
ら
れ
る
と
し
た
。
こ
こ
で
は
、
保
険
関
係
の
存
否
は
請
求
権
の
有
無
を
大
き
く
左
右
す
る
も

の
で
あ
る
と
い
う
こ
と
か
ら
、
確
認
訴
訟
が
肯
定
さ
れ
た
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
。

加
え
て
、
本
節
l
②
で
は
、
バ
イ
エ
ル
ン
高
等
行
政
裁
判
所
一
八
九
八
年
―
二
月
二
七
日
判
決
が
、
ハ
イ
エ
ル
ン
の
行
政
裁
判
制
度

に
お
い
て
は
、
確
認
訴
訟
は
認
め
ら
れ
て
い
な
い
と
述
べ
て
い
た
こ
と
に
言
及
し
た
。
し
か
し
、
実
際
に
は
、
バ
イ
エ
ル
ン
で
も
少
な

か
ら
ず
確
認
訴
訟
が
許
容
さ
れ
て
い
た
と
い
う
指
摘
が
あ
る
。
そ
し
て
、
確
認
訴
訟
を
認
め
る
に
当
た
っ
て
、
必
ず
し
も
個
別
に
法
律

の
規
定
が
要
求
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。
例
え
ば
、
「
高
等
行
政
裁
判
所
の
設
立
及
び
行
政
訴
訟
手
続
に
関
す
る
法
律
」
八

条
一
号
は
、
行
政
裁
判
所
の
管
轄
事
項
と
し
て
「
：
・
・
：
国
籍
の
取
得
及
び
保
有
」
と
規
定
す
る
の
み
で
あ
っ
た
が
、
本
節
3
②
で
も
挙

げ
る
バ
イ
エ
ル
ン
高
等
行
政
裁
判
所
一
九
一
七
年
五
月
一
六
日
判
決
は
、
そ
の
こ
と
か
ら
は
バ
イ
エ
ル
ン
国
籍
の
不
存
在
確
認
訴
訟
を

否
定
し
て
い
な
い
。
そ
も
そ
も
、
国
籍
の
存
否
の
確
認
訴
訟
が
認
め
ら
れ
な
け
れ
ば
、
右
の
法
律
八
条
一
項
に
基
づ
い
て
行
政
裁
判
所

（阪大法学） 66 (2-60) 364 [2016. 7] 
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確
認
訴
訟
が
活
用
さ
れ
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
紛
争
の
原
因
に
つ
い
て
、
プ
ロ
イ
セ
ン
の
ゲ
マ
イ
ン
デ
の
区
域
内
に
あ
る

6
 

6
 

6
 

道
路
の
場
合
に
即
し
て
説
明
を
す
る
と
、
道
路
が
私
道
で
あ
る
と
き
は
そ
の
土
地
の
所
有
権
者
が
維
持
管
理
義
務
を
負
う
の
に
対
し
て
、
学法大阪

道
路
が
公
道
で
あ
る
場
合
は
ゲ
マ
イ
ン
デ
が
維
持
管
理
義
務
を
負
担
す
る
と
こ
ろ
、
問
題
の
道
路
が
公
道
と
私
道
の
い
ず
れ
に
当
た
る

か
と
い
っ
た
点
に
つ
い
て
見
解
の
対
立
が
生
じ
、
道
路
の
維
持
管
理
義
務
の
帰
属
が
争
わ
れ
た
と
い
う
わ
け
で
あ
る
。

(1) 

上
述
の
通
り
、
有
力
説
は
、
確
認
訴
訟
を
認
め
る
た
め
に
は
個
別
に
法
律
の
規
定
を
必
要
と
す
る
と
主
張
し
て
い
た
も
の
の
、
ハ
ー

デ
ン
や
ヴ
ュ
ル
テ
ン
ベ
ル
ク
の
み
な
ら
ず
、
プ
ロ
イ
セ
ン
、
ザ
ク
セ
ン
さ
ら
に
は
バ
イ
エ
ル
ン
の
判
例
に
お
い
て
も
、
個
別
に
法
律
の

規
定
が
な
く
て
も
確
認
訴
訟
は
否
定
さ
れ
な
い
と
い
う
状
況
が
見
ら
れ
た
。
そ
れ
で
は
、
確
認
訴
訟
は
実
際
に
は
ど
の
よ
う
な
場
面
で

用
い
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
以
下
、
確
認
訴
訟
を
認
め
た
判
例
を
見
て
い
く
こ
と
に
し
よ
う
。

道
路
の
維
持
管
理
義
務
の
場
合

ま
ず
目
を
引
く
の
は
、
す
で
に
本
節
2
②
で
若
干
言
及
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
道
路
の
維
持
管
理
義
務
を
め
ぐ
る
争
い
に
お
い
て
、

3

確
認
訴
訟
の
活
用
状
況

さ
ら
に
、
専
ら
プ
ロ
イ
セ
ン
の
行
政
裁
判
制
度
を
対
象
に
し
た
も
の
で
は
あ
る
が
、
法
律
が
個
別
に
認
め
て
い
な
い
場
合
で
も
確
認

訴
訟
を
適
法
と
し
た
前
記
の
判
例
を
援
用
し
つ
つ
、
民
事
訴
訟
法
の
確
認
訴
訟
に
関
す
る
規
定
の
準
用
を
肯
定
し
、
行
政
裁
判
所
の
管

轄
事
項
に
該
当
す
る
限
り
、
確
認
の
利
益
な
ど
の
訴
訟
要
件
を
満
た
せ
ば
確
認
訴
訟
を
認
め
る
べ
き
と
す
る
主
張
も
さ
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
。
こ
の
主
張
は
、
確
認
訴
訟
が
実
際
の
紛
争
の
解
決
に
と
っ
て
必
要
な
も
の
で
あ
る
と
の
考
え
に
基
づ
い
て
お
り
、
具
体
的
に
は
、

同
一
の
状
況
に
対
し
て
警
察
の
介
入
が
繰
り
返
し
行
わ
れ
る
こ
と
を
防
ぐ
た
め
に
、
確
認
訴
訟
が
許
容
さ
れ
る
べ
き
と
し
て
い
た
。

(113) 

わ
け
で
は
な
い
。
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で
あ
る
が
、
関
係
す
る
ゲ
マ
イ
ン
デ
で
の
選
挙
が
す
で
に
終
了
し
て
い
た
に
も
拘
ら
ず
、
原
告
に
選
挙
権
が
あ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
れ

ば
、
事
情
の
変
更
が
な
い
限
り
、
今
後
の
選
挙
に
お
い
て
選
挙
人
名
簿
へ
の
登
録
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
と
し
て
、
確

(121) 

認
訴
訟
を
適
法
と
し
て
い
る
。

本
節

2
②
で
も
触
れ
た
、
ザ
ク
セ
ン
上
級
行
政
裁
判
所
一
九

0
七
年
―
二
月
二
八
日
判
決
は
、
未
成
年
の
原
告
が
そ
の
法
定
代

理
人
の
同
意
書
を
添
付
す
る
こ
と
な
く
、
健
康
保
険
組
合
に
対
し
て
脱
退
の
届
出
を
行
っ
た
が
、
組
合
は
同
意
書
が
な
け
れ
ば
脱
退
は

認
め
ら
れ
な
い
と
し
た
た
め
、
原
告
が
保
陰
関
係
不
存
在
の
確
認
訴
訟
を
提
起
し
た
事
例
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
。
裁
判
所
は
、
原
告

(122) 

に
よ
る
脱
退
の
届
出
は
有
効
な
も
の
で
あ
り
、
健
康
保
険
組
合
と
の
保
険
関
係
は
終
了
し
て
い
る
と
判
断
し
た
。
こ
こ
で
は
、
原
告
が

②
 

①
 

該
地
位
又
は
権
利
の
有
無
か
ら
派
生
し
て
生
じ
る
可
能
性
の
あ
る
紛
争
を
、
防
止
す
る
機
能
も
有
す
る
と
思
わ
れ
る
。

バ
ー
デ
ン
高
等
行
政
裁
判
所
一
八
九
八
年
―
二
月
一
三
日
判
決
は
、
選
挙
権
の
確
認
訴
訟
が
提
起
さ
れ
た
事
例
に
関
す
る
も
の

さ
ら
に
、

②
地
位
・
権
利
の
有
無
の
確
認

そ
し
て
、
特
に
プ
ロ
イ
セ
ン
上
級
行
政
裁
判
所
一
八
九
五
年
三
月
二

0
日
判
決
は
、
原
告
が
ゲ
マ
イ
ン
デ
を
被
告
と
し
て
、
問
題
に

な
っ
た
道
路
の
維
持
管
理
義
務
を
負
わ
な
い
こ
と
の
確
認
を
求
め
て
訴
え
を
提
起
し
た
事
例
に
お
い
て
、
「
当
事
者
相
互
の
関
係
に
お

け
る
消
極
的
確
認
も
、
当
事
者
の
義
務
に
と
っ
て
基
準
と
な
る
効
力
を
発
揮
す
る
も
の
で
あ
る
」
と
判
示
し
、
消
極
的
確
認
訴
訟
の
形

態
も
適
法
と
認
め
て
い
る
。

類
似
の
例
と
し
て
、
水
路
の
維
持
管
理
義
務
に
つ
い
て
確
認
訴
訟
を
許
容
し
た
判
例
も
散
見
さ
れ
る
。
ま
た
、
道
路
の
場
合
に
関
連

し
て
言
え
ば
、
ゲ
マ
イ
ン
デ
が
道
路
の
建
設
・
維
持
管
理
の
た
め
の
費
用
の
負
担
を
沿
道
住
民
に
求
め
て
い
る
こ
と
に
対
し
て
、
当
該

(120) 

住
民
が
提
起
し
た
費
用
負
担
義
務
不
存
在
の
確
認
訴
訟
を
適
法
と
し
た
ケ
ー
ス
も
存
在
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

一
定
の
地
位
又
は
権
利
の
有
無
に
つ
い
て
、
確
認
訴
訟
が
用
い
ら
れ
た
例
も
見
ら
れ
る
。
そ
の
よ
う
な
確
認
訴
訟
は
、
当

（阪大法学） 66 (2-62) 366 [2016. 7] 
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②
 

し
、
バ
イ
エ
ル
ン
国
籍
を
も
は
や
持
た
な
い
こ
と
の
確
認
が
求
め
ら
れ
た
事
例
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
。
裁
判
所
は
、
外
国
籍
の
有
無

を
め
ぐ
る
争
い
は
管
轄
事
項
で
な
い
と
し
た
も
の
の
、
ハ
イ
エ
ル
ン
国
籍
の
有
無
を
め
ぐ
る
争
い
は
管
轄
事
項
に
当
た
る
と
し
て
、
バ

イ
エ
ル
ン
国
籍
の
有
無
の
確
認
訴
訟
を
一
般
的
に
は
否
定
し
な
か
っ
た
。
た
だ
し
、
行
政
側
も
原
告
が
ハ
イ
エ
ル
ン
国
籍
を
持
た
な
い

こ
と
は
争
っ
て
お
ら
ず
、
本
件
の
事
案
を
解
決
す
る
た
め
に
は
バ
イ
エ
ル
ン
国
籍
の
不
存
在
の
確
認
は
要
し
な
い
と
判
断
さ
れ
て

(123)
（

124) 

い
る
。し

か
し
、

よ
り
注
目
さ
れ
る
の
は
、
将
来
の
不
利
益
又
は
同
種
の
不
利
益
の
反
復
を
防
止
す
る
た
め
に
も
、
確
認
訴
訟
が
使
わ
れ
て

ま
ず
、
プ
ロ
イ
セ
ン
上
級
行
政
裁
判
所
一
八
八
七
年
二
月
五
日
判
決
で
あ
る
が
、
こ
の
判
決
の
事
実
の
概
要
は
次
の
通
り
で
あ

る
。
自
営
業
者
で
あ
る
原
告
は
、

三
人
の
娘
が
私
立
学
校
に
通
っ
て
い
る
に
も
拘
ら
ず
、
市
か
ら
授
業
料
を
徴
収
さ
れ
て
い
た
。
そ
れ

に
対
し
て
原
告
が
、
支
払
っ
た
授
業
料
の
返
還
、
並
び
に
、
原
告
の
娘
ら
が
私
立
学
校
に
通
っ
て
い
る
限
り
、
市
に
は
授
業
料
を
徴
収

す
る
権
限
が
な
い
こ
と
の
確
認
を
求
め
て
訴
え
を
提
起
し
た
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
裁
判
所
は
、
後
者
の
確
認
請
求
の
適
法
性
を
特
に

(125) 

問
題
に
す
る
こ
と
な
く
、
原
告
の
請
求
を
認
容
し
て
い
る
。

バ
ー
デ
ン
高
等
行
政
裁
判
所
一
八
九
八
年
一
月
三
一
日
判
決
は
、
祖
続
税
の
賦
課
決
定
の
取
消
し
が
求
め
ら
れ
た
事
例
に
関
す

る
も
の
で
あ
る
が
、
そ
こ
で
裁
判
所
は
、
傍
論
で
は
あ
る
も
の
の
、
祖
続
税
の
徴
収
が
行
わ
れ
る
前
で
も
、
原
告
は
祖
続
税
を
支
払
う

(126) 

こ
と
を
法
律
上
義
務
付
け
ら
れ
て
い
る
か
否
か
を
確
認
す
る
利
益
を
有
す
る
と
し
た
。
ま
た
、
同
裁
判
所
一
九

0
四
年
六
月
一
五
日
判

①
 

い
た
こ
と
で
あ
る
。
具
体
的
に
は
以
下
の
よ
う
な
判
例
が
あ
る
。

③
不
利
益
の
事
前
防
止

③
 

も
は
や
被
保
険
者
の
地
位
に
な
い
こ
と
の
確
認
が
行
わ
れ
た
と
も
言
え
る
。

本
節
2
②
で
も
扱
っ
た
、
ハ
イ
エ
ル
ン
高
等
行
政
裁
判
所
一
九
一
七
年
五
月
一
六
日
判
決
は
、
原
告
は
ア
メ
リ
カ
国
籍
を
保
有
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…
…
警
察
処
分
の

る
規
定
が
本
件
で
は
適
用
さ
れ
な
い
こ
と
の
確
認
を
、
訴
え
で
も
っ
て
請
求
す
る
こ
と
は
認
め
ら
れ
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
」
と
述

(129) 

べ
て
い
る
。

②
 

集
会
に
対
し
て
、
警
察
官
庁
に
は
解
散
命
令
を
下
す
権
限
が
な
い
こ
と
の
確
認
を
求
め
て
訴
え
を
提
起
し
た
事
例
に
関
す
る
も
の
で
あ

る
。
裁
判
所
は
以
下
の
よ
う
に
判
示
し
て
、
確
認
訴
訟
を
不
適
法
と
し
た
。

ニ
。
フ
ロ
イ
セ
ン

―
二
七
条
．
―
二
八
条
に
よ
れ
ば
、
〕
行
政
裁
判
所
の
裁
判
官
は
、
争
わ
れ

て
い
る
具
体
的
な
処
分
は
適
法
で
あ
る
と
い
う
判
決
、
又
は
そ
れ
は
適
法
で
な
く
取
り
消
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
判
決
を
下

す
権
限
を
持
つ
に
過
ぎ
な
い
。
…
…
行
政
裁
判
所
の
裁
判
官
は
、
：
．．．． 
警
察
官
庁
が
い
か
な
る
権
限
を
行
使
す
る
こ
と
が
許
さ
れ
る
か

否
か
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
判
決
を
下
し
た
り
、
ま
た
そ
の
方
法
に
よ
り
、
判
決
を
通
じ
て
将
来
の
行
動
に
対
す
る
抽
象
的
な
基
準
や

(128) 

詣
ホ
を
行
政
庁
に
与
え
た
り
す
る
権
限
は
有
し
な
い
。
」

バ
ー
デ
ン
高
等
行
政
裁
判
所
一
九
一

0
年
九
月
一

0
日
判
決
も
、
「
『
行
政
裁
判
に
関
す
る
法
律
』

四
条
一
項
一
号
の
訴
え
は
、

（
全
部
又
は
一
部
の
）
取
消
し
に
の
み
向
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
…
•
•
•
そ
れ
ゆ
え
、
警
察
官
庁
が
処
分
の
根
拠
と
す

『
一
般
ラ
ン
ト
行
政
に
関
す
る
法
律
』

①
 

も
っ
と
も
、
警
察
処
分
を
予
防
す
る
た
め
の
確
認
訴
訟
は
否
定
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

プ
ロ
イ
セ
ン
上
級
行
政
裁
判
所
一
八
九
二
年
七
月
九
日
判
決
は
、
政
治
活
動
を
行
う
団
体
で
あ
る
原
告
が
、
自
身
が
実
施
す
る

（阪大法学） 66 (2-64) 

田
警
察
処
分
に
対
す
る
予
防
的
確
認
訴
訟
の
否
定

368 

認
め
た
点
で
も
注
目
さ
れ
る
。

論 兄"―1F
 

決
も
、
原
告
が
今
後
食
肉
を
輸
入
す
る
際
に
、
被
告
行
政
側
が
そ
の
検
壺
手
数
料
を
徴
収
す
る
権
限
か
あ
る
か
否
か
に
つ
い
て
、
確
認

(127) 

の
利
益
を
肯
定
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
判
例
は
、
行
政
庁
の
処
分
に
対
す
る
取
消
訴
訟
が
考
え
ら
れ
る
場
合
に
お
い
て
、
確
認
訴
訟
を

[2016. 7] 
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付
の
要
求
に
対
す
る
事
前
の
確
認
訴
訟
が
認
め
ら
れ
て
い
た
こ
と
は
関
心
を
引
く
と
こ
ろ
で
あ
る
。
ま
た
、

有
無
に
関
す
る
確
認
も
、
当
該
地
位
又
は
権
利
の
有
無
か
ら
派
生
し
て
生
じ
る
可
能
性
の
あ
る
紛
争
の
抜
本
的
解
決
に
資
す
る
と
と
も

に
、
将
来
の
不
利
益
を
防
止
す
る
機
能
を
果
た
す
場
合
が
あ
る
。

ら
れ
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。
と
り
わ
け
、

(2) 

以
上
、
確
認
訴
訟
の
許
容
性
の
問
題
を
め
ぐ
る
議
論
状
況
を
見
て
き
た
が
、
当
初
有
力
と
さ
れ
た
個
別
的
許
容
説
は
、
主
と
し
て
、

公
法
上
の
法
律
関
係
と
私
法
上
の
法
律
関
係
の
峻
別
を
根
拠
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
と
言
え
る
。
民
事
訴
訟
法
の
確
認
訴
訟
に
関
す
る

規
定
は
普
遍
的
な
も
の
で
は
な
い
と
い
う
指
摘
も
、
当
該
規
定
は
私
法
上
の
法
律
関
係
に
の
み
適
用
さ
れ
る
と
い
う
考
え
方
に
よ
る
も

だ
が
、
紛
争
解
決
や
救
済
に
対
す
る
要
求
の
高
ま
り
を
受
け
て
、
個
別
的
許
容
説
は
限
界
に
直
面
す
る
こ
と
に
な
る
。
個
別
的
許
容

説
を
採
る
理
由
と
し
て
、
行
政
裁
判
で
確
認
訴
訟
が
問
題
に
な
る
場
合
、
他
に
優
先
す
べ
き
訴
訟
類
型
は
考
え
ら
れ
な
い
と
い
う
こ
と

が
挙
げ
ら
れ
る
場
合
も
あ
っ
た
が
、
境
界
の
確
認
訴
訟
の
よ
う
に
、
当
時
の
法
律
で
認
め
ら
れ
て
い
た
確
認
訴
訟
に
つ
い
て
は
、
そ
の

こ
と
が
当
て
は
ま
る
か
も
し
れ
な
い
と
し
て
も
、
他
の
場
合
に
は
ま
ず
妥
当
し
な
い
で
あ
ろ
う
。
個
別
的
許
容
説
に
関
す
る
そ
の
よ
う

な
根
拠
付
け
は
、
あ
く
ま
で
も
当
時
の
法
律
を
前
提
に
し
た
立
論
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
プ
ロ
イ
セ
ン
、
ザ
ク
セ
ン
及
び
バ
イ
エ
ル

ン
の
判
例
が
、
個
別
に
法
律
の
規
定
が
な
い
に
も
拘
ら
ず
確
認
訴
訟
を
認
め
た
の
も
、
確
認
訴
訟
が
救
済
に
と
っ
て
必
要
で
あ
る
と
の

(130) 

認
識
が
背
景
に
あ
っ
た
か
ら
と
言
わ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
救
済
の
必
要
性
が
確
認
訴
訟
の
許
容
性
の
拡
大
を
も
た
ら
し
た
と
考
え
ら

れ
る
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
は
、
公
法
上
の
法
律
関
係
に
関
す
る
知
見
の
深
化
も
関
わ
っ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

(1) 

そ
し
て
、
確
認
訴
訟
が
許
容
さ
れ
た
中
で
も
注
目
さ
れ
る
の
は
、
不
利
益
の
発
生
を
予
防
す
る
た
め
の
確
認
訴
訟
が
す
で
に
認
め

の
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

4

小
括

一
定
の
地
位
又
は
権
利
の

一
般
的
に
は
事
後
的
な
救
済
が
十
分
に
可
能
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
に
も
拘
ら
ず
、
金
銭
納
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専
ら
取
消
訴
訟
に
限
ら
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

「
抗
告
訴
訟
に
関

し
か
し
な
が
ら
、
警
察
処
分
に
対
す
る
予
防
的
確
認
訴
訟
は
認
め
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
。
そ
の
こ
と
は
、
プ
ロ
イ
セ
ン
「
一
般
ラ
ン

―
二
七
条
．
―
二
八
条
、
並
び
に
、
ハ
ー
デ
ン
「
行
政
裁
判
に
関
す
る
法
律
」
四
条
一
項
一
号
が
、
「
警
察

処
分
」
が
訴
え
の
対
象
で
あ
る
と
定
め
て
お
り
、
警
察
処
分
が
す
で
に
存
在
す
る
こ
と
が
訴
え
の
前
提
で
あ
る
と
理
解
さ
れ
た
た
め
か

も
し
れ
な
い
。
だ
が
、
金
銭
納
付
が
要
求
さ
れ
た
と
き
と
比
較
し
て
も
、
警
察
処
分
に
つ
い
て
事
前
の
救
済
が
必
要
に
な
る
場
合
は
当

然
に
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
っ
て
、
そ
こ
で
は
、
予
防
的
確
認
訴
訟
が
認
め
ら
れ
る
場
合
の
基
準
の
不
整
合
を
指
摘
す
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
プ
ロ
イ
セ
ン
及
び
バ
ー
デ
ン
が
警
察
処
分
に
つ
い
て
概
括
主
義
を
採
用
し
て
い
た
と
言
っ
て
も
、
そ
れ
は

(
l
)

塩
野
宏
『
行
政
法
II
〔
第
五
版
補
訂
版
〕
」
（
有
斐
閣
、
二

0
一
三
年
）
八

0
頁。

(
2
)

雄
JII
一
郎
「
行
政
訴
訟
の
動
向
」
同
『
行
政
争
訟
の
理
論
』
（
有
斐
闇
、
一
九
八
六
年
）
一
四
六
頁
注

(
2
)
、
芝
池
義
一

す
る
若
干
の
考
察
」
原
田
尚
彦
先
生
古
稀
記
念
『
法
治
国
家
と
行
政
訴
訟
」
（
有
斐
閣
、
二

0
0
四
年
）
五
八
頁
。

(
3
)

雄
川
一
郎
『
行
政
争
訟
法
」
（
有
斐
閣
、
一
九
五
七
年
）
五
一
頁
以
下
。
抗
告
訴
訟
・
当
事
者
訴
訟
の
概
念
は
美
濃
部
達
吉
に
由
来
す
る
と

考
え
ら
れ
る
が
（
美
濃
部
達
吉
『
行
政
裁
判
法
』
（
千
倉
書
房
、
一
九
二
九
年
）
七
頁
以
下
、
同
『
日
本
行
政
法
上
巻
』
（
有
斐
閣
、
一
九
三
六

年
）
八
九
二
頁
以
下
）
、
そ
れ
ら
の
定
義
は
美
濃
部
と
特
例
法
下
の
学
説
で
は
異
な
っ
て
い
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
塩
野
宏
「
行
政
事
件
訴

訟
法
改
正
と
行
政
法
学
ー
訴
訟
類
型
論
か
ら
見
た
ー
」
同
『
行
政
法
概
念
の
諸
相
』
（
有
斐
閣
、
二

0
1
―
年
）
二
六
二
頁
以
下
、
中
JII
丈
久

「
抗
告
訴
訟
と
当
事
者
訴
訟
の
概
念
小
史
ー
学
説
史
の
素
描
」
行
政
法
研
究
九
号
（
二

0
一
五
年
）
四
頁
以
下
を
参
照
。

(
4
)

杉
本
良
吉
「
行
政
事
件
訴
訟
法
の
解
説
H
」
法
曹
時
報
一
五
巻
三
号
(
-
九
六
三
年
）
三
六
頁
。

(
5
)

二
0
0
四
年
の
行
訴
法
改
正
前
の
義
務
付
け
訴
訟
と
差
土
訴
訟
の
許
容
性
に
関
す
る
判
例
・
学
説
の
状
況
を
概
観
し
た
も
の
と
し
て
、
行
政

訴
訟
実
務
研
究
会
編
『
自
治
体
法
務
サ
ポ
ー
ト
・
行
政
訴
訟
の
実
務
」
（
第
一
法
規
、
二

0
0
四
年
）
二
ニ
三
頁
以
下
〔
橋
本
博
之
〕
、
二
四
一
頁

以
下
〔
山
本
隆
司
〕
、
南
博
方
1
1

高
橋
滋
編
『
条
解
行
政
事
件
訴
訟
法
〔
第
三
版
補
正
版
〕
』
（
弘
文
堂
、
二

0
0
九
年
）
一

0
六
頁
以
下
〔
人
見

ト
行
政
に
関
す
る
法
律
」
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剛
〕
な
ど
。

(
6
)

例
え
ば
、
橋
本
博
之
「
処
分
性
論
の
ゆ
く
え
」
同
『
行
政
判
例
と
仕
組
み
解
釈
」
（
弘
文
堂
、
二

0
0
九
年
）
九

0
頁
以
下
、
興
津
征
雄

『
違
法
是
正
と
判
決
効
ー
行
政
訴
訟
の
機
能
と
構
造
」
（
弘
文
堂
、
二

0
1
0
年
）
三
三
三
頁
以
下
、
中
JIl
丈
久
「
行
政
訴
訟
の
基
本
構
造

(
-
）
（
ニ
・
完
）
ー
抗
告
訴
訟
と
当
事
者
訴
訟
の
同
義
性
に
つ
い
て
ー
」
民
商
法
雑
誌
一
五

0
巻
一
号
一
頁
以
下
、
二
号
一
七
一
頁
以
下
（
ニ

0
一
四
年
）
、
山
本
隆
司
「
改
正
行
政
事
件
訴
訟
法
を
め
ぐ
る
理
論
上
の
諸
問
題
」
論
究
シ
ュ
リ
ス
ト
八
号
（
二

0
一
四
年
）
七
二
頁
以
下
、
黒

川
哲
志
「
公
法
上
の
当
事
者
訴
訟
の
守
備
範
囲
」
芝
池
義
一
先
生
古
稀
記
念
『
行
政
法
理
論
の
探
究
」
（
有
斐
閣
、
二

0
一
六
年
）
四
一
五
頁
以

下。
(
7
)

山
本
隆
司
「
行
政
訴
訟
に
関
す
る
外
匡
法
制
調
査
ド
イ
ツ
（
上
）
」
ジ
ュ
リ
ス
ト
―
二
三
八
号
（
二

0
0
三
年
）
九

0
頁
。
V
W
G
O
が

定
め
る
訴
訟
類
型
を
概
観
す
る
も
の
と
し
て
は
、
他
に
、
折
登
美
紀
「
ド
イ
ツ
行
政
裁
判
所
の
訴
訟
類
型
(
-
)
（
ニ
・
完
）
」
民
商
法
雑
誌
一

0

七
巻
三
号
三
八

0
頁
以
下
、
四
・
五
号
六
じ
五
頁
以
下
(
-
九
九
ニ
ー
九
三
年
）
が
あ
る
。

(
8
)

さ
し
あ
た
り
、
拍
稿
「
仮
命
令
決
定
の
審
理
構
造
（
ニ
ー
諸
利
益
の
比
較
衡
量
、
並
び
に
行
政
裁
量
と
の
関
係
に
着
目
し
て
ー
」
民
商
法

雑
誌
一
三
四
巻
四
・
五
号
（
二

0
0
六
年
）
六
四
四
頁
以
下
を
参
照
。

(
9
)

美
濃
部
達
吉
も
抗
告
訴
訟
・
当
事
者
訴
訟
の
概
念
を
定
め
る
に
当
た
り
、
オ
ソ
ト
ー
・
マ
イ
ヤ
ー
の
叙
述
を
参
照
し
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。
い6

 

山
本
隆
司
「
外
匡
法
制
か
ら
み
た
日
本
行
政
訴
訟
制
度
・
理
論
の
検
討
（
下
）
ド
イ
ツ
と
の
比
較
」
自
治
研
究
七
九
巻
六
号
（
二

0
0
三
年
）

02
 

三
一
頁
以
下
。

(10)

な
お
、
ナ
チ
ス
朗
の
状
況
に
つ
い
て
は
、
制
度
的
に
も
理
論
的
に
も
そ
の
前
後
の
時
代
と
断
絶
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
、
本
稿
で
の
考

察
の
対
象
か
ら
は
除
外
す
る
。
ナ
チ
ス
期
の
行
政
裁
判
刷
度
及
び
理
論
に
関
し
て
は
、
原
龍
之
助
「
ナ
チ
ス
獨
逸
と
行
政
裁
判
」
法
律
時
報
一

0

巻
二
号
(
-
九
三
八
年
）
三
五
頁
以
下
、
宮
崎
良
夫
「
ド
イ
ツ
連
邦
共
和
国
の
行
政
裁
判
訓
度
改
革
ー
ナ
チ
ス
体
訓
か
ら
ボ
ン
基
本
法
に
か
け
て

|
」
東
京
大
学
社
会
科
学
研
究
所
絹
『
戦
後
改
革
四
・
司
法
改
革
」
（
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
じ
五
年
）
三
六
五
頁
以
下
、
岡
田
正
則
「
ナ
チ

ス
期
に
お
け
る
『
裁
判
に
よ
る
行
政
の
統
訓
」
論
」
早
稲
田
大
学
大
学
院
法
研
論
集
三

0
号
(
-
九
八
三
年
）
五
一
頁
以
下
を
参
照
。

(11)

ち
な
み
に
、
第
二
帝
政
朗
に
行
政
裁
判
制
度
を
置
か
な
か
っ
た
邦
は
、
ハ
ン
ブ
ル
ク
、
ブ
レ
ー
メ
ン
、
メ
ク
レ
ン
ブ
ル
ク
11

シ
ュ
ヴ
ェ
リ
ー

ン
、
メ
ク
レ
ン
ブ
ル
ク
1
1

シ
ュ
ト
レ
ー
リ
ッ
ツ
、
シ
ャ
ウ
ム
ベ
ル
ク
11

リ
ッ
ペ
、
ヴ
ァ
ル
デ
ッ
ク
で
あ
る
。

W
a
l
t
e
r
Jellinek, 
V
e
r
w
a
l
t
u
n
g
s
 ,
 

recht, 3
.
 
Aufl. (
1
9
4
8
)
,
 
S
.
 9
3
.
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(12)

す
な
わ
ち
、
一
八
七
一
年
の
帝
匡
全
体
の
人
口
は
約
四
―

1
0
万
人
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
う
ち
、
プ
ロ
イ
セ
ン
の
人
口
は
約
二
四
七

0
万
人
、

ハ
イ
エ
ル
ン
の
人
口
は
約
四
九

0
万
人
、
ヴ
ュ
ル
テ
ン
ベ
ル
ク
の
人
口
は
約
一
八

0
万
人
、
ザ
ク
セ
ン
の
人
口
は
約
二
六

0
万
人
、
ハ
ー
テ
ン
の

765 

゜
2
 

人
口
は
約
一
五

0
万
人
で
あ
っ
た
。

M
i
c
h
e
l
H
u
b
e
r
t
.
 D
e
u
t
s
c
h
l
a
n
d
 i
m
 W
a
n
d
e
l
 (
1
9
9
8
)
.
 
S. 4
5
.
 
五
つ
の
邦
だ
け
で
帝
国
全
体
の
九

0
％
近
い

人
口
を
占
め
て
い
た
こ
と
に
な
る
。

(13)

連
邦
参
議
院
の
投
累
権
数
は
当
初
は
全
部
で
五
八
票
で
あ
っ
た
が
(
-
九
―
一
年
以
降
は
六
一
票
）
、
そ
の
う
ち
、
プ
ロ
イ
セ
ン
が
一
七
累
、

バ
イ
エ
ル
ン
が
六
累
、
ヴ
ュ
ル
テ
ン
ベ
ル
ク
と
ザ
ク
セ
ン
が
そ
れ
ぞ
れ
四
累
、
バ
ー
デ
ン
が
三
票
を
有
し
て
い
た
。
成
瀬
治
ほ
か
編
『
ド
イ
ツ
史

二
―
六
四
八
年
・
＼
一
八
九
0
年
」
（
山
川
出
版
杜
、
一
九
九
六
年
）
三
九
六
頁
以
下
。

(14)

綿
貫
芳
源
「
近
代
ド
イ
ツ
に
於
け
る
公
法
上
の
諸
制
度
の
発
展
(
-
)
近
代
行
政
法
の
一
類
型
の
研
究
」
東
京
教
育
大
学
杜
会
科
学
論

集
三
号
(
-
九
五
六
年
）
一
三
二
頁
。
ま
た
、
行
政
裁
判
制
度
の
形
成
・
八
光
展
の
過
程
で
は
、
五
つ
の
邦
の
間
で
も
相
互
に
影
響
が
見
ら
れ
た

（
本
章
第
一
節
2
②
・
③

□

な
ど
を
参
照
）
。

V
gl. 
a
u
c
h
 G
e
r
n
o
t
 S
y
d
o
w
,
 U
n
i
t
a
r
i
s
i
e
r
e
n
d
e
 
T
e
n
d
e
n
z
e
n
 in 
d
e
r
 L
a
n
d
e
s
g
e
s
e
t
z
g
e
b
u
n
g
 

i
m
 1
9
.
 
J
 ah
r
h
u
n
d
e
r
t

ー

z
u
r
p
a
r
a
l
l
e
l
e
n
 E
i
n
r
i
c
h
t
u
n
g
 u
n
a
b
h
a
n
g
i
g
e
r
 V
e
r
w
a
l
t
u
n
g
s
g
e
r
i
c
h
t
s
b
a
r
k
e
i
t
e
n
,
 in "
 V
 e
r
w
a
l
t
u
n
g
s
g
e
r
i
c
h
t
s
h
o
f
 

B
a
d
e
n
 ,
 
W
i
¥
r
t
t
e
m
b
e
r
g
 (Hrsg.), 
F
e
s
t
s
c
h
r
i
f
t
 1
5
0
 J
a
h
r
e
 V
e
r
w
a
l
t
u
n
g
s
g
e
r
i
c
h
t
s
b
a
r
k
e
i
t
 (
2
0
1
4
)
.
 
S. 5
9
 [
7
4
 f'l. 

(15)

加
え
て
、
第
二
帝
政
期
の
行
政
裁
判
訓
度
に
関
し
て
は
、
行
政
裁
判
の
目
的
と
し
て
行
政
の
統
訓
と
私
人
の
権
利
保
護
の
い
ず
れ
に
主
眼
を

置
く
か
に
よ
り
、
プ
ロ
イ
セ
ン
型
と
南
独
型
が
対
比
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
が
（
南
博
方
『
行
政
裁
判
刷
度
』
（
有
斐
闇
、
一
九
六
0
年
）
六
頁
以

下
な
と
）
、
五
つ
の
邦
を
取
り
上
げ
る
こ
と
に
よ
り
、
そ
の
い
す
れ
の
類
型
も
網
羅
さ
れ
る
。
も
っ
と
も
、
各
邦
の
行
政
裁
判
制
度
が
プ
ロ
イ
セ

ン
型
と
南
独
型
の
い
す
れ
に
属
す
る
か
と
い
う
こ
と
は
、
本
稿
が
扱
う
訴
訟
類
型
の
問
題
に
は
影
響
が
な
か
っ
た
よ
う
に
息
わ
れ
る
。

(
1
6
)五
つ
の
邦
の
行
政
裁
判
制
度
を
紹
介
し
た
も
の
と
し
て
、
南
•
前
掲
注

(
1
5
)二七
頁
以
下
が
あ
る
。
同
書
で
は
ヘ
ソ
セ
ン
の
行
政
裁
判
制

度
も
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
特
に
プ
ロ
イ
セ
ン
の
行
政
裁
判
刷
度
に
つ
い
て
は
、
北
住
桐
一
『
近
代
ド
イ
ツ
官
僚
国
家
と
自
治
ー
社
会

国
家
へ
の
道
ー
』
（
成
文
堂
、
一
九
九

0
年
）
―
-
六
頁
以
下
も
参
照
。

(17)

革
命
期
の
バ
ー
デ
ン
の
政
治
状
況
に
つ
い
て
は
、
粟
城
壽
夫
『
ド
イ
ツ
初
期
立
憲
主
義
の
研
究
ー
バ
ー
デ
ン
に
お
け
る
憲
法
生
活
を
中
心
と

し
て
ー
』
（
有
斐
闇
、
一
九
六
五
年
）
ニ
ニ
五
頁
以
下
を
参
照
。

(18) 
V
 e
r
h
a
n
d
l
u
n
g
e
n
 d
e
r
 S
t
a
n
d
e
v
e
r
s
a
m
m
l
u
n
g
 d
e
s
 G
r
o
B
h
e
r
z
o
g
t
h
u
m
s
 B
a
d
e
n
 i
m
 J
 ah
r
e
 1
8
4
8
 ¥
 49
,
 8
.
 
B
e
i
l
a
g
e
n
h
e
f
t
,
 S. 2
0
9
 f. 

(19)

こ
の
規
定
は
い
わ
ゆ
る
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
憲
法
一
八
二
条
一
項
に
受
け
継
が
れ
た
。

（阪大法学） 66 (2-68) 372 



ドイツにおける行政訴訟の類型の歴史的展開(~)

(20) 
V
 e
r
h
a
n
d
l
u
n
g
e
n
 d
e
r
 S
t
a
n
d
e
 V
 er
s
a
r
n
r
n
l
u
n
g
 d
e
s
 G
r
o
B
h
e
r
z
o
g
t
h
u
r
n
s
 B
a
d
e
n
 irn J
a
h
r
 1
8
4
 7
 ¥
 49. 9. 
B
e
i
l
a
g
e
n
h
e
f
t
,
 S. 
1
2
5
 f. 

(21) 
G
r
o
B
h
e
r
z
o
g
l
i
c
h
 B
a
d
i
s
c
h
e
s
 R
e
g
i
e
r
u
n
g
s
b
l
a
t
t
 1863, S. 
3
9
9
 ff. 

(22)

も
っ
と
も
、
一
八
六
三
年
の
法
律
の
審
議
過
程
で
は
、
一
八
四
八
年
の
法
律
案
に
あ
ま
り
言
及
さ
れ
る
こ
と
が
な
か
っ
た
。

G
e
r
n
o
t
S
y
 ,
 

d
o
w
.
 D
i
e
 V
e
r
w
a
l
t
u
n
g
s
g
e
r
i
c
h
t
s
b
a
r
k
e
i
t
 d
e
s
 a
u
s
g
e
h
e
n
d
e
n
 19. 
J
 ah
h
u
n
d
e
r
t
s
 (2000), 
S. 
4
8
に
よ
る
と
、
そ
の
理
由
は
、
一
八
六
三
年
の

法
律
の
沿
革
を
明
ら
か
に
す
れ
は
、
行
政
裁
判
刷
度
が
革
命
的
な
も
の
で
あ
る
と
の
印
象
を
与
え
る
こ
と
に
な
り
か
ね
す
、
そ
れ
を
避
け
る
た
め

で
あ
っ
た
と
い
う
。
ま
た
、
ハ
ー
デ
ン
に
お
け
る
行
政
裁
判
訓
度
の
設
立
に
当
た
っ
て
は
、
ブ
ル
ン
チ
ュ
リ
の
見
解
が
多
大
な
影
響
を
与
え
た
こ

と
に
つ
き
、

vgl.
G
e
o
r
g
 C
h
r
i
s
t
o
p
h
 v
o
n
 U
n
r
u
h
,
 N
 u
r
 v
e
r
f
a
s
s
u
n
g
s
r
e
c
h
t
l
i
c
h
e
n
 B
e
d
e
u
t
u
n
g
 d
e
r
 E
i
n
f
u
h
r
u
n
g
 d
e
r
 V
 e
r
w
a
l
t
u
n
g
s
g
e
 ,
 

r
i
c
h
t
s
b
a
r
k
e
i
t
 in P
r
e
u
B
e
n
,
 J
u
r
a
 1
9
8
2
.
 1
1
3
 [118]; S
y
d
o
w
,
 a. 
a. 
0
 

•• 

S. 
54. 

(23) 
G
e
s
e
t
z
e
s
 ,
 un
d
 V
e
r
o
r
d
n
u
n
g
s
b
l
a
t
t
 f
u
r
 d
a
s
 G
r
o
B
h
e
r
z
o
g
t
h
u
r
n
 B
a
d
e
n
 1
8
8
0
.
 S. 
2
9
 ff. 

(24) 
G
e
s
e
t
z
e
s
 ,
 un
d
 V
e
r
o
r
d
n
u
n
g
s
b
l
a
t
t
 f
u
r
 d
a
s
 G
r
o
B
h
e
r
z
o
g
t
h
u
r
n
 B
a
d
e
n
 1
8
8
4
.
 S. 
1
9
7
 ff. 

(25) 
V
g
l
.
 a
u
c
h
 A
l
f
r
e
d
 Schi¥hly. U
r
s
p
r
u
n
g
 u
n
d
 W
e
g
 d
e
r
 V
e
r
w
a
l
t
u
n
g
s
r
e
c
h
t
s
p
f
!
e
g
e
 in B
a
d
e
n
,
 D
6
V
 1
9
5
3
.
 6
1
3
 [
6
1
6
 f']: 
M
a
x
i
r
n
i
l
i
 ,
 

a
n
 R
a
p
p
.
 
1
0
0
 J
 ah
r
e
 b
a
d
i
s
c
h
e
r
 V
 er
w
a
l
t
u
n
g
s
g
e
r
i
c
h
t
s
h
o
f
,
 
in "
 He
l
m
u
t
 R. 
Ki.ilz ¥
 Ri
c
h
a
r
d
 N
a
u
m
a
n
n
 (Hrsg.), 
Staatsbi.irger 
u
n
d
 

S
t
a
a
t
s
g
e
w
a
l
t
 B
a
n
d
 1
 (1963). 
S. 
3
 [12 
f.]. 
た
だ
し
、
一
八
八
四
年
の
法
律
が
制
定
さ
れ
た
際
に
、
一
八
六
三
年
の
法
律
の
行
政
裁
判
訓
度
に

関
す
る
規
定
及
び
一
八
八

0
年
の
法
律
は
全
て
廃
土
さ
れ
た
わ
け
で
は
な
く
、
従
前
通
り
又
は
一
定
の
改
正
を
旅
さ
れ
て
適
用
さ
れ
た
も
の
も
あ

っ
た
。

(26)

ゲ
ハ
イ
メ
・
ラ
ー
ト
（
枢
密
院
と
訳
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
）
と
は
、
一
八
一
九
年
の
ヴ
ュ
ル
テ
ン
ベ
ル
ク
憲
法
に
よ
れ
ば
匡
王
直
属
の
官
庁

で
あ
っ
て
（
五
四
条
）
、
同
法
五
九
条
が
定
め
る
事
項
に
つ
い
て
助
言
を
し
た
り
、
各
大
臣
の
処
分
に
対
す
る
訴
頻
に
つ
い
て
決
定
を
下
す
権
限

（六

0
条
一
号
）
を
有
し
て
い
た
。
詳
し
く
は
、
石
JII
敏
行
「
ド
イ
ツ
近
代
行
政
法
学
の
誕
生
（
六
）
（
一

0
)
-
F
.
F
．
フ
ォ
ン
・
マ
イ

ア
ー
と
環
境
と
し
て
の
ヴ
ュ
ル
テ
ン
ベ
ル
ク
王
国
ー
」
法
学
新
報
九

0
巻
三
•
四
号
(
-
九
八
三
年
）
七
九
頁
以
下
、
九
三
巻
―
―
·
―
二
号

（
一
九
八
じ
年
）
八

0
頁
以
下
、
三
井
克
哉
「
ド
イ
ツ
法
治
国
思
想
の
歴
史
的
構
造
（
四
）
」
国
家
学
会
雑
誌
一

0
四
巻
五
・
六
号
(
-
九
九
一

年
）
二
四
頁
以
下
を
参
照
。

(27)

憲
法
改
正
議
会
の
状
況
は
、
石
川
敏
行
「
ド
イ
ツ
近
代
行
政
法
学
の
誕
生
（
八
）

F
．
F
．
フ
ォ
ン
・
マ
イ
ア
ー
と
環
境
と
し
て
の
ヴ
ユ

ル
テ
ン
ベ
ル
ク
王
匡
」
法
学
新
報
九

0
巻
七
・
八
号
(
-
九
八
四
年
）
八
一
頁
以
下
で
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
議
会
は
ヴ
ュ
ル
テ
ン
ベ
ル
ク

（阪大法学） 66 (2-69) 373 〔2016.7〕
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ぼ
）

Gesetz u
n
d
 Verordnungsblatt fur das Konigreich B

a
y
e
r
n
 1878, S. 

369 ff. 
袖
笹
俎
や

S
樺

翌
萎

芝
芸

'
F
r
a
n
z
Braunwart, Die 

Geschichte 
der 

Verwaltungsrechtspflege in 
Bayern, 

in: 
Festschrift 

zur 
Feier 

des funfzigjahrigen 
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321 
[418 ff.]

忍
罰
営

'F-~
ギ
入

Gt.!;::
溢
阿
坦

I
<
午

兵
母

旦
lf'¥'s:--゚

["
"
'
,
-
-
凶
旦
羞
劉
め
菜
心゚

圏
出

こ・grnzJ9l£ 〈

N2_N)99 

(*"¥'!¥ 崖〗



ー）匡出ざ引幽c劉聡C誕論溢応言こち冒ご'}ユ

や
醤
唸
心
菜
い
こ
心
罰
讐
如
論
誕
旦
罰
心
心
.
.
,
;
μ
(
:
(
:
,
{
μ
 
心
や
＇
翠
卦

rr論
誕
旦
ぐ
こ
い
.
.
,
;
µ
'
柔
や
IC~ヒ

濫
銀

写
吉

釘
/IIIl
馨

勾
ヤ

で
叩

J
ぶ

如
叫

塞

⇒
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全
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゜

名
）

Karl Apelt, D
a
s
 kiiniglich 

sachsische 
Gesetz i,iber 

die 
Verwaltungsrechtspflege v

o
m
 19. 

Juli 
1900, 2. 

Aufl. 
(1911), 

S. 
3. 

V
 gl. 

auch N. 
N., 

Z
u
r
 Einflihrung der Verwaltungsrechtspflege i

m
 Konigreich Sachsen, Fischers Zeitschrift flir 

Praxis u
n
d
 

G
e
s
e
t
z
g
e
b
u
n
g
 der V

e
r
w
a
l
t
u
n
g
 22 (1901), S. 

81 [84]. 

忘
）

Gesetz-
u
n
d
 Verordnungsblatt flir 
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o
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萎
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h
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Bayerischen Verwaltungsge-

richtsgesetzes (1908), S. 
204 f. 
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 Gneist. Verwaltungsjurisdiktion. Verwaltungsjustiz. in: 

F
r
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n
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S. 
165 f.. 
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 b
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忍
）

リ
S
翌

徊
,

,1臣
皐
出
(
~
)

11111
冨

竺
,

I
<
兵

I
叶

C
o
"

口
←

ギ
，

＼
臼

翠
藝

走
(Gesetzsarnrnlung

flir 
die 

Koniglich 

P
r
e
u
B
i
s
c
h
e
n
 Staaten 1891. S. 

175 ff.)
団

〇
《

知
訂

-40'
吉

恵
晒

S
誠
差
旦
◇

こ
い

軍
立

噂
砂

醤
唸

心
-4>

C
刃
⇒

い
諾
女
,
_
_
)
¥J:::, 

心
゜

吉

翌
記

迅
ぶ

暮
至

S
瞑
製
芸
,

I
<
兵

I
母

聾
虞

晒
迅

(Gesetzsarnrnlung
fur die 

Koniglich P
r
e
u
B
i
s
c
h
e
n
 Staaten 1893. 

S. 
205 ff.) 

Ill
ば
淑
式
忙
旦
デ
劉
合
菜
い
こ
心
゜

忘
）

妥
ぐ
ぶ

-40'
応゚
口
←
凸
＼
旦
兵
:
:
:
,
¥J
芸
＇
京
揺
凸
炉

Jilli
甘
0
い

以
ヒ

溢
誤

弄
吉

釘
｛

疇
疇

野
芸

国
記

虞
念

芯□
い
こ
心

0
Vgl. 

D
r
e
w
s
.
 

V
o
r
n
 A
u
s
b
a
u
 d
e
r
 p
r
e
u
B
i
s
c
h
e
n
 Verwaltungsgerichtsbarkeit, Zeitschrift flir 

die gesarnte Staatswissenschaft 78 (1924). 
S. 

586 

[591]
匁

忍
掌

響
麟

＜
旦

認
怜

噂
配

翠
犀

鱈
疇

は
溢

塁
叩

口
心

;J
叫

心
母

い
や

＇
辱

虹
汀

譴
国

謬
呈

翠
疇

図
菜

や
口

心
゜

Stier-Sornlo. 
D
e
r
 verwaltungsgerichtliche S

c
h
u
t
z
 des Btirger-

u
n
d
 E
i
n
w
o
h
n
e
r
r
e
c
h
t
s
 in 

P
r
e
u
B
e
n
.
 V

e
r
w
A
r
c
h
 12 

(1904), 
S. 

354 [362. 
544].

。□
ロ

-
け

い
噂

仁
器

釦
謬

S
芸

迄
喧

琴
Ill響

詈
亨

I
贄

恥
翠

辻
望

叩
口

心
竺

勾
¥0-1鰐

0
V

 gl. 
D
i
e
 Zustandigkeit 

d
e
r
 p
r
e
u
B
i
s
c
h
e
n
 Verwaltungsgerichts-

u
n
d
 B
e
s
c
h
l
u
B
b
e
h
o
r
d
e
n
 (1911). 

N
a
c
h
t
r
a
g
 (1913). 

([2) 
!IIIは

全
茎
旦
芸
＇
尽
国
ピ
匡
虞

I
ば
叔

1
口
如
足
＇
醤
盆
心
丑
茫
心
囲
製
旦
吋
二
ば
：
溢
凸
斗
心
要
図
藍
巨
塁
索
韮
さ
寒
製
茶
醤
唸
心
菜
い
こ
心
藝

如
心
＇
盟
塩

-H-1嶺
~
G
退包苓勾,__)

¥J
母

製
⇒

い
こ
ぷ
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ドイツにおける行政訴訟の類型の歴史的展開(~)

(73)N• 

N
.
 (
A
n
m
.
 59), 
S. 
100. た
だ
し
、

B
u
h
l
e
r
(
A
r
n
n
.
 66), 
S. 
4
1
8
 F
n
.
 2
2
4
は
、
ザ
ク
セ
ン
は
ヴ
ュ
ル
テ
ン
ベ
ル
ク
よ
り
も
広
範
に
概
括
主

義
の
例
外
を
認
め
て
い
た
と
評
価
し
て
い
る
。

(74) 
N
.
 N
.
 (
A
n
m
.
 59), 
S. 
9
9
 ff.: 
A
p
e
l
t
 (
A
n
m
.
 59), 
S. 
3
4
 ff., 
382. 仙
〕
七
べ
上
処
屈
だ
ぃ
政
罪
巫
叫
四
所
は
一
船
公
行
政
の
組
織
か
ら
独
立
し
て
い
た
の
で
、

抗
告
訴
訟
で
概
括
主
義
を
認
め
て
も
、
当
事
者
訴
訟
の
場
合
の
よ
う
な
問
題
は
生
じ
な
か
っ
た
。
も
っ
と
も
、
本
文
で
述
べ
た
点
に
対
し
て
は
、

第
一
審
も
一
般
行
政
の
組
織
か
ら
独
立
さ
せ
る
と
い
う
方
策
も
さ
し
あ
た
り
考
え
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
が
、
か
か
る
方
策
が
な
ぜ
採
用
さ
れ
な
か
っ

た
の
か
は
不
明
で
あ
る
。

(75)

ち
な
み
に
、
ヴ
ュ
ル
テ
ン
ベ
ル
ク
で
抗
告
訴
訟
が
二
審
制
と
さ
れ
な
か
っ
た
理
由
と
し
て
は
、
二
審
制
に
す
る
と
一
般
行
政
も
担
う
県
庁
の

審
級
の
段
階
か
ら
、
行
政
が
訴
訟
の
相
手
方
と
し
て
私
人
と
対
峙
す
る
こ
と
に
な
る
と
い
う
点
が
挙
げ
ら
れ
て
い
た
。
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o
h
l
(
A
n
m
.
 31), 
S. 
126. 

(76)

な
お
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S
y
d
o
w
(
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n
m
.
 22), 
S. 
2
1
4
 f. 
は
、
一
九
世
紀
後
半
は
実
体
法
規
が
未
だ
整
備
さ
れ
て
お
ら
す
、
ま
た
公
権
論
も
十
分
に
発
展
し
て

い
な
か
っ
た
の
で
、
そ
の
よ
う
な
状
況
の
下
で
概
括
主
義
を
採
用
す
れ
ば
、
訴
訟
に
お
い
て
公
権
を
め
ぐ
る
問
題
が
争
わ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
む

し
ろ
法
的
安
定
性
の
見
地
か
ら
列
挙
主
義
に
優
位
が
認
め
ら
れ
た
と
評
価
す
る
。

V
gl. 
a
u
c
h
 O
t
t
o
m
a
r
 Bl¥hler, A
l
t
e
s
 u
n
d
 N
e
u
e
s
 i,iber 
B
e
 ,
 

griff u
n
d
 B
e
d
e
u
t
u
n
g
 d
e
r
 s
u
b
j
e
k
t
i
v
e
n
 6
f
f
e
n
t
l
i
c
h
e
n
 R
e
c
h
t
e
,
 in: 
O
t
t
o
 B
a
c
h
o
f
 u. 
a. 
(Hrsg.), 
F
o
r
s
c
h
u
n
g
e
n
 u
n
d
 B
e
r
i
c
h
t
e
 a
u
s
 d
e
m
 

且
e
n
t
l
i
c
h
e
n
R
e
c
h
t
.
 G
e
d
a
c
h
t
n
i
s
s
c
h
r
i
f
t
 flir 
W
a
l
t
e
r
 J
e
l
l
i
n
e
k
 (1955), 
S. 
2
6
9
 [270]. 

(

7

7

)

]

 

ellinek (
A
n
m
.
 11), 
S. 
315. 

(78) 
S
a
r
w
e
y
 (
A
n
m
.
 32), 
S. 
278. V
 gl. 
a
u
c
h
 Julius 
W
i
d
t
m
a
n
n
,
 V
e
r
w
a
l
t
u
n
g
s
r
e
c
h
t
s
p
f
l
e
g
e
 in B
a
y
e
r
n
 v
o
n
 1
8
6
3
 b
i
s
 
1
9
6
3
,
 in: 
M
a
r
 ,
 

tin B
a
r
i
n
g
 (Hrsg.), 
A
u
s
 1
0
0
 J
a
h
r
e
n
 V
e
r
w
a
l
t
u
n
g
s
g
e
r
i
c
h
t
s
b
a
r
k
e
i
t
,
 2. 
Aufl. (1964), S. 
4
1
 [48 f.]. 
旦
ハ
伏
げ
的
に
は
、
「
古
回
竿
丈
汀
砕
公
双
判
ぃ
所
「
の

設
立
及
び
行
政
訴
訟
手
続
に
関
す
る
法
律
」
八
条
に
挙
げ
ら
れ
て
い
る
管
轄
事
項
が
当
事
者
訴
訟
に
当
た
り

‘
1
0
条
で
定
め
ら
れ
て
い
る
管
轄

事
項
が
抗
告
訴
訟
に
該
当
し
た
。

(79) 
H
o
h
l
 (
A
n
m
.
 31), 
S. 
47; 
G
o
e
z
 (
A
n
m
.
 71), S. 
39. 

(80) 
F
r
i
e
d
r
i
c
h
 T
e
z
n
e
r
,
 U
b
e
r
 V
e
r
w
a
l
t
u
n
g
s
r
e
c
h
t
s
p
f
!
e
g
e
 
m
i
t
 H
i
n
b
l
i
c
k
 
a
u
f
 d
a
s
 n
e
u
e
 s
a
c
h
s
i
s
c
h
e
 
V
e
r
w
a
l
t
u
n
g
s
g
e
r
i
c
h
t
s
g
e
s
e
t
z
 

(1901), S
.
 
2
0
 f. 

(81) 
M
a
x
 v
o
n
 S
e
y
d
e
l
,
 B
a
y
e
r
i
s
c
h
e
s
 S
t
a
a
t
s
r
e
c
h
t
 B
a
n
d
 1, 
2. 
A
u
f
l
.
 (1896), S. 
612. 

(82) 
V
 gl. 
K
r
a
i
s
 (
A
n
m
.
 62), 
S. 
118; 
B
u
h
l
e
r
 (
A
n
m
.
 66), 
S. 
3
7
3
 f. 
も
っ
と
も
、
抗
告
訴
訟
の
場
合
、
下
級
審
の
段
階
て
は
通
常
の
行
政
手
続
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ドイツにおける行政訴訟の類型の歴史的展開(~)

を
探
究
す
る
こ
と
は
難
し
く
、
本
稿
で
は
取
梢
訴
訟
が
認
め
ら
れ
て
い
た
こ
と
を
前
提
に
考
察
を
進
め
ざ
る
を
構
な
い
。

(88)

ち
な
み
に
、
現
在
の

V
W
G
o
は
、
四
三
条
一
項
で
次
の
よ
う
に
定
め
て
確
認
訴
訟
を
一
般
的
に
認
め
て
い
る
。
「
原
告
が
即
時
確
定
に
つ

い
て
正
当
な
利
益
を
有
す
る
と
き
、
訴
え
に
よ
り
、
法
律
関
係
の
存
否
又
は
行
政
行
為
の
無
効
の
確
認
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
（
確
認
訴

訟）。」

(89)

確
認
訴
訟
に
関
す
る
規
定
は
、
一
八
じ
じ
年
に
民
事
訴
訟
法
が
制
定
さ
れ
た
と
き
は

(
R
e
i
c
h
s
g
e
s
e
t
z
b
l
a
t
t
1877. S. 
8
3
 ff.)
二
三
一
条
に

設
け
ら
れ
た
の
に
対
し
て
、
一
八
九
八
年
に
同
法
が
改
正
さ
れ
て
か
ら
は

(
R
e
i
c
h
s
g
e
s
e
t
z
b
l
a
t
t
1
8
9
8
,
 
S. 
4
1
0
 
ff.)
二
五
六
条
に
置
か
れ
て
い

る
と
こ
ろ
、
当
初
か
ら
次
の
通
り
の
定
め
で
あ
り
変
更
は
な
い
。
「
権
利
関
係
の
存
否
の
確
認
、
証
書
の
承
認
又
は
そ
の
不
真
正
の
確
認
を
求
め

る
訴
え
は
、
原
告
が
、
裁
判
官
の
裁
判
に
よ
っ
て
権
杓
関
係
又
は
証
書
の
真
否
を
即
時
に
確
定
す
る
こ
と
に
つ
き
、
法
的
杓
益
を
有
す
る
と
き
に

こ
れ
を
提
起
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
」

(90)

そ
の
よ
う
な
見
解
を
採
る
も
の
と
し
て
、
注

(92)
・

(93)
・

(95)
掲
記
の
文
献
の
ほ
か
、
例
え
ば
、

G
e
r
h
a
r
d
A
n
s
c
h
u
t
z
,
 D
i
e
 i
m
 

J
 a
h
r
e
 
1
8
9
6
 v
e
r
6
f
f
e
n
t
l
i
c
h
t
e
 
R
e
c
h
t
s
p
r
e
c
h
u
n
g
 d
e
s
 k
6
n
i
g
l
i
c
h
 p
r
e
u
B
i
s
c
h
e
n
 O
b
e
r
v
e
r
w
a
l
t
u
n
g
s
g
e
r
i
c
h
t
s
.
 
V
e
r
w
 Ar
c
h
 5
 (1897), 
S. 

3
9
0
 [404]: 
K
a
r
l
 F
r
i
e
d
r
i
c
h
s
,
 
D
i
e
 B
e
s
o
n
d
e
r
h
e
i
t
e
n
 d
e
s
 p
r
e
u
B
i
s
c
h
e
n
 V
e
r
w
a
l
t
u
n
g
s
s
t
r
e
i
t
v
e
r
f
a
h
r
e
n
s
 i
m
 V
e
r
h
a
l
t
n
i
s
 
z
u
 d
e
n
 V
e
r
 ,
 

f
a
h
r
e
n
,
 w
e
l
c
h
e
 i¥ber a
n
d
 er
e
 R
e
c
h
t
s
s
t
r
e
i
t
i
g
k
e
i
t
e
n
 stattfinden, u
n
d
 i
h
r
e
 B
e
r
e
c
h
t
i
g
u
n
g
,
 V
e
r
w
 Ar
c
h
 6
 (1898), 
S. 
3
5
8
 [525]; 
A
 pe
l
t
 

(
A
n
m
.
 59). 
S. 
162. 

(91) 
V
 gl. 
F
r
a
n
z
 T
r
a
u
m
,
 D
i
e
 F
e
s
t
s
t
e
l
l
u
n
g
s
k
l
a
g
e
 
u
n
d
 i
h
r
e
 
Z
u
l
a
s
s
i
g
k
e
i
t
 in 
d
e
n
 V
e
r
w
a
l
t
u
n
g
s
s
t
r
e
i
t
v
e
r
f
a
h
r
e
n
 P
r
e
u
B
e
n
s
,
 B
a
y
 ,
 

e
m
s
,
 S
a
c
h
s
e
n
s
,
 W
u
r
t
t
e
m
b
e
r
g
s
 u
n
d
 E
a
d
e
n
s
 (1926), S. 
3
7
 f. 

(92) 
S
c
h
u
l
t
z
e
n
s
t
e
i
n
,
 B
u
c
h
b
e
s
p
r
e
c
h
u
n
g
:
 M
a
x
 Seidel, D
i
e
 F
e
s
t
s
t
e
l
l
u
n
g
s
k
l
a
g
e
 i
m
 Civil ,
 un
d
 V
e
r
w
a
l
t
u
n
g
s
p
r
o
z
e
s
s
,
 V
 e
r
w
 Ar
c
h
 2
 

(1894), 
S. 
5
7
1
 
[572]. 
ち
な
み
に
、
民
事
訴
訟
に
お
い
て
確
認
訴
訟
が
独
立
し
た
一
般
的
な
訴
訟
類
型
と
し
て
認
め
ら
れ
た
の
は
、
一
九
世
紀
半

は
以
降
の
こ
と
だ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
参
照
、
伊
籐
慎
「
確
認
訴
訟
の
機
能
」
判
例
タ
イ
ム
ズ
三
三
九
号
(
-
九
七
六
年
）
三

0
頁
、
水
谷
暢

「
訴
の
利
益
に
対
す
る
一
視
角
ー
民
事
訴
訟
法
に
お
け
る
訴
の
利
益
総
論
H

|
」
新
潟
大
学
法
政
理
論
―
一
巻
三
号
(
-
九
七
九
年
）
七
一
頁
以

下。
(93) 

(94) 
S
c
h
u
l
t
z
e
n
s
t
e
m
 (
A
n
m
.
 92), 
S. 
573; F
n
e
d
r
i
c
h
s
 (
A
n
m
.
 86), 
S. 
115. 

V
 gl. 
O
t
t
o
 M
u
l
l
e
r
,
 D
i
e
 B
e
g
r
i
f
f
e
 d
e
r
 V
e
r
w
a
l
t
u
n
g
s
r
e
c
h
t
s
p
f
l
e
g
e
 u
n
d
 d
e
s
 V
e
r
w
a
l
t
u
n
g
s
s
t
r
e
i
t
v
e
r
f
a
h
r
e
n
s
 n
a
c
h
 p
r
e
u
B
i
s
c
h
e
m
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